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市
で
は
、
全
て
の
市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。�

そ
こ
で
、
平
成
１４
年
７
月
か
ら
、
ご
み
を
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

搬
出
で
き
な
い
高
齢
者
や
障
害
者
を
対
象
に
「
ハ
ー
ト
フ
ル
ご
み
収
集
」、

全
市
民
を
対
象
と
し
た
「
粗
大
ご
み
有
料
戸
別
収
集
」
を
始
め
ま
す
。�

自
ら
ご
み
を
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
搬
出
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
高
齢

者
、
も
し
く
は
障
害
者
世
帯
と
し

ま
す
。�

た
だ
し
、
地
域
や
身
近
な
人
等

の
協
力
に
よ
る
ご
み
の
搬
出
可
能

な
方
は
除
き
ま
す
。�

①
お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の
高
齢
者

　
世
帯
で
介
護
保
険
の
要
介
護
２

　
以
上
の
方
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
�

②
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、

　
お
よ
び
精
神
障
害
者
の
世
帯
で
、

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利

　
用
し
て
い
る
方
�

収
集
の
申
し
込
み
は
、
本
人
、

も
し
く
は
代
理
人
か
ら
電
話
等
に

よ
り
受
付
を
し
ま
す
。�

市
は
、
そ
れ
を
受
け
て
申
し
込

み
者
宅
を
訪
問
、
面
談
す
る
な
ど

調
査
を
行
い
、
収
集
が
可
能
か
ど

う
か
を
決
定
し
ま
す
。�

毎
週
１
回
、
日
常
発
生
す
る
家

庭
可
燃
ご
み
を
定
期
収
集
車
、
ま

た
は
専
用
収
集
車
に
よ
り
収
集
世

帯
の
玄
関
先
へ
訪
問
収
集
し
ま
す
。�

収
集
時
に
は
声
か
け
に
よ
る
安

否
確
認
を
行
い
、
ご
み
が
な
く
返

事
等
が
な
い
場
合
は
、
別
の
連
絡

体
制
に
よ
り
安
否
確
認
を
し
ま
す
。�

ハ
ー
ト
フ
ル
ご
み
収
集

ハ
ー
ト
フ
ル
ご
み
収
集�

高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
に
対
応
！

　
　
　
　
　
　
安
心
も
お
届
け
し
ま
す
！

ハ
ー
ト
フ
ル
ご
み
収
集

ハ
ー
ト
フ
ル
ご
み
収
集�

ハ
ー
ト
フ
ル
ご
み
収
集�

○�１�○�１�○�１�

2
つ
の
ご
み
収
集
新
規
事
業
を

つ
の
ご
み
収
集
新
規
事
業
を�

　
　
　

　
　
　
7
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
！�

2
つ
の
ご
み
収
集
新
規
事
業
を

つ
の
ご
み
収
集
新
規
事
業
を�

　
　
　

　
　
　
7
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
！�

2
つ
の
ご
み
収
集
新
規
事
業
を�

　
　
　
7
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
！�

安否あんしん確認完了�

ご　み� あんしん�

申し出�

確　認�

審　査�

決　定�

収　集�

安否確認�

声かけ�

反応あり� 反応なし�

不在票チラシ投入�

連絡あり� 連絡なし�

本人に電話連絡�

ヘルパーへ連絡�

緊急連絡先へ連絡�
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「
小
野
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

１
品
ご
と
に
処
理
手
数
料
を
徴
収

し
ま
す
。�

料
金
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
（
　

　
１
６
８
６
）�
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�

○�６３�

現
在
、
粗
大
ご
み
は
、
市
が
行

う
年
２
回
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式

に
よ
る
無
料
収
集
と
、
個
人
が
小

野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬

入
す
る
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、
こ
れ
ら
の
方
法
に
加
え

て
全
市
民
を
対
象
に
、
市
直
営
に

よ
る
戸
別
訪
問
有
料
粗
大
ご
み
収

集
を
実
施
し
ま
す
。�

①
希
望
者
は
、
電
話
で
品
目
、
数

　
量
等
収
集
申
し
込
み
を
し
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。�

②
市
か
ら
申
込
者
へ
電
話
で
収
集

　
日
時
、
品
目
、
数
量
等
を
確
認

　
し
ま
す
。�

③
収
集
は
、
本
人
立
会
い
の
も
と

　
に
実
施
し
、
料
金
を
徴
収
し
て

　
引
き
取
り
ま
す
。�

④
収
集
は
、
原
則
と
し
て
平
日
の

　
午
後
と
し
ま
す
。�

⑤
収
集
品
は
、
玄
関
先
ま
で
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。�

◎いきいきエコ家族募集（６ページに掲載）！�

品 　 　 名 　 　 例 � １品当たりの金額�
�
�

５００円�
�
�
�

１，０００円�
�
�
�

２，０００円�
�
�

３，０００円�
�

４，０００円�
�

５，０００円�

�
�
�
１�
�
�
�
２�
�
�
�
３�
�
�
４�
�
５�
�
６�

区 分 �

ガスコンロ（１口のもの）、電気・ガス炊飯器、掃除機、扇風機、換気扇、電気・石油・ガスス
トーブ、照明器具、スピーカー（小）、毛布、いす、ビデオデッキ、ファクシミリ、ラジオカセッ
ト、レコード・カセット・ＣＤプレーヤー、米びつ（家庭用）、ペット小屋�

洗面化粧台、流し台（大）、食器棚、タンス・本箱（大）、マッサージ機、健康器具（ランニン
グマシーン等）、自転車、敷物・カーペット（６畳以上）、机（大）、応接いす（２人用以上の
もの）、ステレオ（スピーカー一体型を含む）、ベッド（セミダブル以上のものでマットを
除く）、オルガン�

応接いす（２人用以上のものでスプリング入りのもの）、ベッドマット（スプリング入りの
もの）�

ミニバイク、ガス・石油温水器�

電動ベッド、電気温水器（深夜電力用）�

電子・ガスレンジ、ガスコンロ（２口以上のもの）、ガス台、流し台（小）、ワープロ、ディス
プレイ（テレビ受信できるものを除く）、プリンター、スピーカー（大）、自転車（子供用）、
電気・石油・ガスファンヒーター、電気毛布、電気カーペット、ホームこたつ、布団、敷物・
カーペット（６畳未満のもの）、鏡台、応接いす（１人用のもの）、タンス・本箱（小）、机（小）、
テーブル、ベッド（シングルであってマットを除く）、建具�

（別表）�粗大ごみ戸別収集処理手数料（市が家庭から直接収集運搬する場合の手数料）�

（備考）�１．本表に記載のない粗大ごみについては、容積、重量等を勘案し、類似品と同額とする。�
２．他の法令に特別の定めがあるときは、本表にかかわらず、当該他の法令の規定による。�

年２回の粗大ごみ収集�

粗
大
ご
み
有
料
戸
別
収
集

粗
大
ご
み
有
料
戸
別
収
集�
粗
大
ご
み
有
料
戸
別
収
集

粗
大
ご
み
有
料
戸
別
収
集�
粗
大
ご
み
有
料
戸
別
収
集�
○�2○�2○�2
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平成１４年　広報「おの」6月号�

男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
女
が
、
性
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
政
治
、
家
庭
、
職
場
、
地
域
等
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
共
に
責
任
を
担
っ
て
参
加
し
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
で

す
。�小野

市
は
、
平
成
１４
年
３
月
に
「
男
女
共
同
参
画
計
画
《
は
ー

と
・
シ
ッ
プ
　
プ
ラ
ン
》」
を
策
定
し
ま
し
た
。�

「
個
の
尊
重
と
男
女
共
同
参
画

で
未
来
を
創
る
〜
き
ら
り
と
光
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
〜
」
は
、
基

本
理
念
と
し
て
一
言
で
表
わ
し
た

も
の
で
す
。
男
女
が
互
い
に
人
権

を
尊
重
し
、
と
も
に
考
え
、
と
も

に
創
造
す
る
未
来
に
向
け
た
『
男

女
共
同
参
画
社
会
』
の
実
現
を
め

ざ
し
ま
す
。�

基
本
的
視
点
は
、
プ
ラ
ン
を
実

効
性
の
あ
る
取
組
み
と
し
て
推
進

す
る
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
で
あ

り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
諸
施
策
を
展

開
し
ま
す
。�

平
成
１４
年
度
を
初
年
度
と
し
て
、

平
成
２３
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る

１０
か
年
の
計
画
で
す
。
国
内
外
の

動
向
や
将
来
に
お
け
る
社
会
経
済

情
勢
の
変
動
、
取
組
み
の
進
渉
状

況
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
を
行
い
ま
す
。�

男
女
共
同
参
画
社
会
の
早
期
実

現
を
め
ざ
し
、
本
プ
ラ
ン
を
確
実

に
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
行
政

の
取
組
み
は
も
と
よ
り
、
市
民
・

企
業
・
団
体
な
ど
関
係
す
る
す
べ

て
の
人
々
が
本
プ
ラ
ン
の
趣
旨
を

理
解
し
、
協
働
の
も
と
取
組
み
を

推
進
し
ま
す
。�

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
市
の

方
針
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。�

同
計
画
は
、
平
成
１１
年
６
月
の

「
男
女
共
同
参
画
基
本
法
」
の
制

定
を
ふ
ま
え
、
平
成
１４
年
度
か
ら

１０
年
間
の
プ
ラ
ン
と
し
て
男
女
が

対
等
な
立
場
で
参
加
し
、
責
任
を

担
う
社
会
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。�

プ
ラ
ン
策
定
に
あ
た
り
、
学
識

経
験
者
２
名
と
市
民
代
表
の
方
８

名
で
構
成
す
る
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
策
定
懇
話
会
と
、
市
職
員
で

構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
連
携
し
な
が
ら
、
市
民
意
識
の

反
映
、
市
民
と
の
協
働
を
強
く
意

識
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

基
本
的
視
点
に
市
の
木
「
や
な
ぎ
」、

基
本
目
標
に
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」

の
言
葉
を
取
り
入
れ
る
等
、
親
し

み
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
工
夫

を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。�

こ
の
プ
ラ
ン
の
内
容
は
、
▽
男

女
の
人
権
の
尊
重
▽
社
会
に
お
け

る
制
度
や
慣
行
の
見
直
し
▽
政
策

等
の
立
案
や
決
定
へ
の
共
同
参
画

▽
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他

の
活
動
の
両
立
▽
国
際
的
協
調
｜

以
上
の
観
点
か
ら
男
女
が
そ
の
性

に
か
か
わ
ら
ず
、
個
性
や
能
力
も

十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
実
現
を

め
ざ
し
て
、
市
の
基
本
計
画
を
示

し
た
も
の
で
す
。�

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

め
ざ
す
情
報
誌
を
創
刊
し
ま
す
。

幅
広
く
情
報
の
意
見
交
換
を
通
し

て
、
男
女
が
と
も
に
個
性
を
発
揮

で
き
る
情
報
誌
を
編
集
し
、
発
行

し
ま
す
。
あ
な
た
の
力
を
貸
し
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。�

▼
役
割
　
年
２
回
情
報
誌
発
行
の

た
め
の
取
材
お
よ
び
編
集
�

▼
対
象
　
１８
歳
以
上
の
方
�

▼
募
集
人
員
　
５
名
（
応
募
多
数

の
場
合
は
選
考
）�

▼
申
し
込
み
期
限
　
６
月
２１�
日�
（金）
�

▼
応
募
方
法
　
は
が
き
・
電
話
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。�

▼
申
し
込
み
・
詳
細
　
男
女
共
同

参
画
推
進
室
�

・
住
所
（
〒
６
７
５
｜
１
３
８
０

　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
｜
１
）�

・
　
　
１
０
１
３
�

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
　
１
０
４
７
�

・
メ
ー
ル

（danjo@
city.ono.hyogo.jp

）�

○�６３�

○�６３�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
集
員
募
集
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
集
員
募
集
�

男
女
共
同
参
画
情
報
誌
の
�

4

基

本

理

念

�

基
本
的
視
点
�

目
標
達
成
に
向
け
て
�

プ
ラ
ン
の
期
間
�

策
定
策
定
�

策
定
策
定
�

策
定
�

き
ら
り
と
光
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
・
・
・�

『
�　

　
　
　
〜
は
ー
と

〜
は
ー
と
・
シ
ッ
プ
　
プ
ラ
ン
〜

シ
ッ
プ
　
プ
ラ
ン
〜
』�

『
�　

　
　
　
〜
は
ー
と

〜
は
ー
と
・
シ
ッ
プ
　
プ
ラ
ン
〜

シ
ッ
プ
　
プ
ラ
ン
〜
』�

『
�　

　
〜
は
ー
と
・
シ
ッ
プ
　
プ
ラ
ン
〜
』�

男
 

女
共
同
参
画
計
画

女
共
同
参
画
計
画
�

男
 

女
共
同
参
画
計
画

女
共
同
参
画
計
画
�

男
 

女
共
同
参
画
計
画
�



「
女
だ
か
ら
」「
男
だ
か
ら
」と
言

う
言
葉
で
何
か
あ
き
ら
め
た
り
、

無
理
を
し
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
め
ざ
す
た
め
に
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
日
時
　
７
月
１４
日
（日）�
　　 �１３
時
３０

分
か
ら
１６
時
３０
分
�

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
大
研
修

室
�

▼
入
場
料
　
無
料
�

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
�

◎
基
調
講
演
「
男
女
共
同
参
画
社

会
と
男
の
生
き
方
、
女
の
生
き

方
」�

講
師
　
伊
藤
公
雄
氏
（
大
阪
大
学

大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
教

授
）�

◎
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
�

　
パ
ネ
リ
ス
ト
　
清
原
桂
子
（
兵

庫
県
理
事
　
参
画
と
協
働
・
男

女
共
同
参
画
社
会
担
当
）、
蓬

莱
務
（
小
野
市
長
）、
市
民
代

表
（
１
名
）�

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
三
輪
昌

子
（
生
活
評
論
家
）�

▼
託
児
　
一
時
保
育
（
１
歳
以
上

就
学
前
ま
で
）
あ
り
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
６
月
２１
日
（金）
ま
で
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
。�

▼
申
し
込
み
期
限
　
６
月
２１�
日�
（金）
�

▼
申
し
込
み
方
法
　
は
が
き
・
電

話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
、住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
申
し
込
み
・
詳
細
　
男
女
共
同

参
画
推
進
室
�

・
住
所
（
〒
６
７
５
｜
１
３
８
０

　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
｜
１
）�

・
　
　
１
０
１
３
�

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
　
１
０
４
７
�

・
メ
ー
ル

（danjo@
city.ono.hyogo.jp

）�

平成１４年　広報「おの」6月号�

○�６３�

○�６３�

講　　師�

伊藤　公雄氏�

『
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

『
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
』�

『
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

『
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
』�

『
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
』�

あ
な
た
も
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
か
�

７
月
１４
日
（日）
に
開
催
�

※
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
…
互
い
を
自
立
し
た
主
体
的
存
在
と
し
て
認
め
合
い
、
対
等

な
立
場
で
連
携
・
協
力
し
合
う
関
係
、
共
存
、
共
生
で
き
る
関
係
を
い
い
ま
す
。�

Ⅰ《ともに育む》�
男女平等意識をもった心豊かな  

　ひ とづくり�

Ⅱ《ともに創る》�
男女共同参画の視点に立つ豊かな

　ま ちづくり�

Ⅲ《ともに働く》�
男女がゆとりをもって働くための

　わ づくり�

Ⅳ《ともに生きる》�
男女共同参画を支える健康で安心できる�

　り そうの都市づくり�

男女の性別にとらわれず互いのこと
を思いやる心づくり�

男女平等の心を育み実践する教育の
実現�

互いの人権を尊重しあえる風土づくり�

男女が自らの個性と能力を存分に発
揮できる仕組みづくり�

男女が責任をともに担って築く家庭・
地域生活�

男女が対等に能力を発揮できる雇用の
場と快適な職場環境の実現�

男女が互いの能力を高めあい自立で
きる就労支援の実現�

みんなで担う育児・介護の実現�
�

生涯にわたる心身の健康保持・増進
と生きがいづくり�

男女の自立を支える生活基盤づくり�

さまざまな生き方を認めあう地域づくり�

国際理解と身近な国際交流に貢献す
る地域づくり�

個
の
尊
重
と
男
女
共
同
参
画
で
未
来
を
創
る

個
の
尊
重
と
男
女
共
同
参
画
で
未
来
を
創
る
〜
き
ら
り
と
光
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
〜

〜
き
ら
り
と
光
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
〜
�

個
の
尊
重
と
男
女
共
同
参
画
で
未
来
を
創
る
〜
き
ら
り
と
光
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
〜
�

【基本理念】�

【基本的視点】�

【基本目標】� 【基本課題】�

やりたいことができる�

仲間として尊重しあえる�

共同で参画し、�
　責任を分かちあえる�

や�

な�

ぎ�

※�

男女が協力しあい�
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平成１４年　広報「おの」6月号�

現
在
、
都
市
化
の
進
展
や
、
そ

れ
に
伴
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
よ
り
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

と
大
い
に
関
わ
り
の
あ
る
環
境
問

題
が
、
日
ご
と
に
そ
の
深
刻
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。�

環
境
に
優
し
い
生
活
へ
と
転
換

し
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

そ
こ
で
、
一
番
身
近
な
家
庭
生

活
か
ら
見
直
し
て
い
く
き
っ
か
け

作
り
の
た
め
、「
い
き
い
き
エ
コ

家
族
」
と
題
し
て
、
各
家
族
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
環
境
に
優
し
い

活
動
に
つ
い
て
、
市
民
の
方
々
か

ら
広
く
募
集
し
ま
す
。�

▼
応
募
方
法
　
取
り
組
み
内
容
、

住
所
、
氏
名
、
家
族
構
成
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
に
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。�

取
り
組
み
内
容
は
、
原
稿
用
紙

２
枚
程
度
に
ま
と
め
、
取
り
組
み

を
行
っ
た
場
合
の
効
果
も
記
述
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
エ
コ
活
動

実
施
状
況
が
分
か
る
写
真
が
添
付

可
能
な
場
合
に
は
写
真
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
（
写
真
の
返
却
は
し

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。�

▼
募
集
内
容
　
家
族
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
環
境
に
優
し
い
活
動
が

対
象
で
す
。�

①
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
・
使

用
・
廃
棄
に
お
け
る
エ
コ
活
動
（
ご

み
の
減
量
化
等
）。�

②
住
生
活
に
お
け
る
エ
コ
活
動
（
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
等
）。�

③
そ
の
他
環
境
保
全
に
関
す
る
活

動
。�

▼
対
象
者
　
市
内
在
住
、
市
外
在

住
を
問
い
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
す
。�

▼
募
集
期
間
　
６
月
１
日
か
ら
平

成
１５
年
２
月
２８
日
ま
で
�

▼
賞
品
　
広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
た

家
族
に
は
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

ま
た
、
優
秀
な
「
い
き
い
き
エ
コ

家
族
」
を
年
１
回
選
定
の
う
え
、

表
彰
し
ま
す
。�

▼
宛
先
・
問
い
合
わ
せ
�

〒
６
７
５
｜
１
３
８
０
　
小
野
市

王
子
町
８
０
６
｜
１
　
小
野
市
市

民
福
祉
部
生
活
環
境
課
生
活
係
（
　

　
３
３
８
７
）�

ハ
ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
委
員
会
（
ゴ

ル
フ
場
施
設
市
民
利
用
事
業
実
行

委
員
会
）
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
く
「
第
２

回
ハ
ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
デ
ー
」
を

次
の
と
お
り
企
画
し
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
、
ゴ
ル
フ
好
き
の
方
や
女
性

の
皆
さ
ん
も
ど
し
ど
し
ご
応
募
く

だ
さ
い
。�

▼
開
催
日
　
７
月
２３
日
（火）
�

▼
開
催
場
所
　
ロ
ー
ズ
ウ
ッ
ド
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
（
山
田
町
）�

▼
募
集
人
員
　
１
２
０
名
（
３０
組
）

（
応
募
者
が
多
数
の
場
合
、
抽
選

と
な
り
ま
す
）�

▼
参
加
資
格
　
市
内
在
住
の
方
、

ま
た
は
市
内
に
勤
務
の
方
�

▼
プ
レ
ー
形
式
　
１８
ホ
ー
ル
セ
ル

フ
プ
レ
ー
�

▼
参
加
料
　
８,
０
０
０
円
（
消

費
税
、
昼
食
代
、
飲
み
物
代
別
途
）

お
支
払
い
は
当
日
と
な
り
ま
す
。�

▼
申
し
込
み
方
法
　
往
復
は
が
き

で
、
左
記
の
記
入
例
に
よ
り
必
要

事
項
を
記
載
の
う
え
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。�

▼
申
し
込
み
期
間
　
６
月
１
日
か

ら
同
月
２８
日
（
必
着
の
こ
と
）�

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
（
主
催
）

〒
６
７
５
｜
１
３
８
０
　
小
野
市

王
子
町
８
０
６
｜
１
　
小
野
市
ハ
ー

ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
委
員
会
事
務
局
（
市

民
サ
ー
ビ
ス
課
内
・
　
　
１
０
１

３
）�

（往信－裏）�
（※１）代表者のみ電話番号を記入してください。�
（※２）市外在住の方のみ、記入してください。�
（※３）オフィシャルハンディキャップ（未取得の場
　　　　合は、最近のスコア）を記入してください。�
（返信－表）�
申し込み代表者の住所・氏名を記入してください。�
◎原則として、４名連記で申し込みください。（なお、
４名未満での申し込みの場合は、他の方との組み合わ
せとなります）�

○�６３�

○�６３�
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今
回
は
ロ
ー
ズ
ウ
ッ
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
ま
す
�

い
き
い
き
エ
コ
家
族
募
集
�

ハ
ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
デ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ハ
ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
デ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
�

ハ
ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
デ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ハ
ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
デ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
�

ハ
ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
デ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
�

氏名　　　　　　  ＴＥＬ（※１）�

住所�

勤務先（※２）　　　ＨＣ（※３）�

氏名�

住所�

勤務先（※２）　　　ＨＣ（※３）�

氏名�

住所�

勤務先（※２）　　　ＨＣ（※３）�

氏名�

住所�

勤務先（※２）　　　ＨＣ（※３）�

（
往
信
ー
裏
）�

ハートフルゴルフデー参加申込書�

【記入例】�

代
表
者
�

・
・
�

・
・
・
・
�



小
野
市
民
病
院
産
婦
人
科
で
は
、
平
成
１４
年
６
月
よ
り
毎
週
火
曜
日

の
１４
時
３０
分
か
ら
１６
時
ま
で
の
１
時
間
３０
分
、
更
年
期
外
来
診
察
を
開

始
し
ま
す
。
更
年
期
で
お
悩
み
の
方
、
ぜ
ひ
、
受
診
さ
れ
て
は
い
か
が

で
す
か
。�

な
お
、診
察
は
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、診
察
を
ご
希
望
の

方
は
、電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
医
事
係
　
　
２
０
２
０
）�

最
近
で
は
女
性
の
社
会
進
出
が

盛
ん
と
な
り
、
女
性
に
お
い
て
も

責
任
の
あ
る
継
続
的
な
仕
事
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
い
ま
ま
で
家
庭

に
お
い
て
処
理
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
更
年
期
の
色
々
な
症
状

が
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。�

大
部
分
は
、
生
理
的
な
変
化
で

す
が
、
一
番
大
き
な
問
題
は
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
減
少
で
す
。
減
少
し

て
症
状
が
出
る
の
な
ら
減
少
し
た

も
の
を
補
充
し
て
や
れ
ば
症
状
の

改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
（
Ｈ
Ｒ
Ｔ
）

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
現
在
で
は

更
年
期
障
害
の
治
療
と
し
て
第
１

選
択
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。�

元
来
、
日
本
で
は
ホ
ル
モ
ン
剤

に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な

も
の
が
あ
っ
て
、
な
か
な
か
経
口

避
妊
薬
を
含
め
、
ホ
ル
モ
ン
剤
の

処
方
が
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
薬

剤
の
改
良
に
よ
る
投
与
方
法
の
選

択
（
貼
付
剤
や
経
口
投
与
等
）、
ま

た
薬
剤
の
効
用
も
わ
か
っ
て
き
て

お
り
、
昔
と
違
い
処
方
し
や
す
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、

最
近
の
法
の
改
正
に
よ
り
長
期
投

与
も
可
能
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

う
ま
く
利
用
す
れ
ば
ク
オ
リ
テ
ィ

オ
ブ
ラ
イ
フ
の
改
善
が
期
待
で
き
、

女
性
の
更
年
期
の
生
活
に
は
必
須

と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
少

子
化
の
時
代
で
す
の
で
女
性
の
力

が
よ
り
必
要
な
時
代
で
す
。�

市
民
病
院
と
し
て
も
、
そ
の
お

手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に
新
し
い

外
来
と
し
て
開
設
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。�

不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
（
エ

ン
ジ
ン
の
か
け
っ
ぱ
な
し
）
の
停

止
は
、
誰
も
が
容
易
に
で
き
、
し

か
も
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
や

大
気
汚
染
・
地
球
温
暖
化
防
止
に

も
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
す
。�

ク
ル
マ
は
最
も
身
近
な
交
通
手

段
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
普
段
か
ら

の
心
が
け
が
大
切
で
す
。�

毎
日
１０
分
間
ず
つ
１
年
間
不
必

要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し
続
け
る

と
、
ガ
ソ
リ
ン
車
で
約
５,
０
０

０
円
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
約
７,

６
０
０
円
も
の
損
失
と
な
り
ま
す
。�

小
野
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
啓

発
用
の
看
板
や
横
断
幕
の
掲
示
、

啓
発
用
冊
子
の
配
布
な
ど
を
行
い
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
運
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。�

ま
た
、
６
月
は
環
境
月
間
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
事
業
所
内
、
家

庭
ぐ
る
み
で
積
極
的
に
ア
イ
ド
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
プ
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。�

平成１４年　広報「おの」6月号�

小
野
市
民
病
院�

更
年
期
外
来
の�

　
開
設
に
あ
た
っ
て�

〜
す
て
き
で
す
　
環
境
気
づ
か
う
　
あ
な
た
の
運
転
〜�

産婦人科部長�
幸村　信行�

更 
年
期
外
来
を
始

年
期
外
来
を
始
め
ま
す
ま
す
！�
更 
年
期
外
来
を
始

年
期
外
来
を
始
め
ま
す
ま
す
！�
更 
年
期
外
来
を
始

年
期
外
来
を
始
め
ま
す
ま
す
！�
更 
年
期
外
来
を
始
め
ま
す
！�

小
野
市
議
会
は
５
月
９
日
、
第
３
２
１
回
市
議
会
臨
時
会

で
、
議
長
に
横
山
四
郎
氏
（
６１
歳
・
粟
生
町
）、
副
議
長
に
掘

井
算
満
氏
（
６３
歳
・
河
合
西
町
）
を
選
出
し
ま
し
た
。�

正
・
副
議
長
決
ま
る�

市
議
会�

副
議
長�

　
掘
井
　
算
満 

氏�

議
　
長�

　
横
山
　
四
郎 

氏�

こ
ん
に
ち
は�

　
着
任
医
で
す
！�整形外科医員�

蔭山　敬久�
内科医員�

前田　　純�
内科医員�

飛松　崇子�

○�６３�
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公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
監
視
の
た
め
、
加
古
川
、
東
条
川
、
万
勝

寺
川
な
ど
、
計
１１
河
川
、
１８
地
点
に
つ
い
て
年
４
回
水
質
測
定
を
行
い

ま
し
た
。�

人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る
項
目
（
健
康
項
目
）
は
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、

全
シ
ア
ン
、
鉛
、
六
価
ク
ロ
ム
、
砒
素
、
総
水
銀
、
ア
ル
キ
ル
水
銀
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
硝
酸

性
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
性
窒
素
、
ふ
っ
素
、
ほ
う
素
を
調
査
し
た
結
果
、

全
地
点
に
お
い
て
環
境
基
準
以
下
で
し
た
。�

生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
項

目
（
生
活
環
境
項
目
）
は
、
水
素

イ
オ
ン
（
ｐ
Ｈ
）、
生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）、
化
学

的
酸
素
要
求
量
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）、
溶

存
酸
素
（
Ｄ
Ｏ
）、
浮
遊
物
質
量

（
Ｓ
Ｓ
）、
大
腸
菌
群
数
を
調
査
し

た
結
果
、
ｐ
Ｈ
に
お
い
て
、
中
谷

川
流
末
で
環
境
基
準
を
※

超
え
る

値
が
見
ら
れ
ま
し
た
。�

大
腸
菌
群
数
に
お
い
て
は
、
昨

年
度
に
比
べ
全
体
的
に
値
が
低
く

な
り
、
半
数
を
超
え
る
場
所
で
環

境
基
準
に
適
合
し
ま
し
た
。�

Ｓ
Ｓ
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
全
地
点
環
境

基
準
に
適
合
し
ま
し
た
。�

河
川
の
汚
れ
を
測
る
代
表
的
指

標
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
に
つ
い
て
見
る

と
、
流
域
面
積
の
広
い
東
条
川
、

万
勝
寺
川
で
は
大
き
な
変
化
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
他

の
河
川
は
下
降
傾
向
に
あ
り
ま
す
。�

加
古
川
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に

比
べ
各
地
点
で
、
少
し
数
値
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
経
年
変
化

は
下
降
方
向
の
中
に
あ
り
、
上
流

の
大
門
橋
に
比
べ
下
流
の
樫
山
町

の
数
値
が
下
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、

小
野
市
内
の
他
の
流
域
河
川
か
ら

の
有
機
汚
濁
の
影
響
は
少
な
い
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。�

各
河
川
の
年
間
平
均
値
（
生
活

環
境
項
目
）
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。��

※
環
境
基
準
設
定
河
川
は
加
古
川

の
み
（
Ｂ
類
型
）�

Ｂ
類
型
で
他
の
河
川
を
比
較
�

●
平
成
１３
年
度
公
共
用
水
域
水
質
測
定
結
果
●
�

�

測定場所�

　　　分析項目�

水素イオン濃度�

生物化学的酸素要求量�

化学的酸素要求量�

溶存酸素�

浮遊物質量�

平均�

７．７�

１．２�

４．８�

１０�

５�

３．０×１０３�

最小～最大�

７．５～８．０�

＜０．５～１．７�

３．４～６．３�

８．０～１３�

３～７�

２．６×１０２～�

９．２×１０３�

�

最小～最大�

７．３～８．２�

＜０．５～１．８�

３．４～５．６�

７．８～１２�

２～５�

２．３×１０３～�

１．６×１０４�

最小～最大�

７．６～８．５�

＜０．５～２．１�

３．４～６．１�

８．１～１４�

２～８�

７．８×１０１～�

１．６×１０４�

最小～最大�

７．２～７．９�

＜０．５～２．１�

１．４～３．８�

７．３～１４�

＜１～３�

１．３×１０２～�

３．５×１０４�

最小～最大�

６．９～７．５�

＜０．５～１．４�

１．９～３．８�

６．６～１２�

＜１～７�

３．３×１０２～�

９．２×１０３�

平均�

７．７�

１．２�

４．５�

１０�

４�

７．３×１０３�

平均�

８．０�

１．３�

４．８�

１１�

５�

４．５×１０３�

平均�

７．６�

１．２�

２．５�

１１�

２�

１．０×１０４�

平均�

７．１�

０．９�

２．７�

９�

４�

３．２×１.０３�大腸菌群数（最確法）�

（ｐＨ）�

（ＢＯＤ）�

（ＣＯＤＭｎ）�

（ＤＯ）�

（ＳＳ）�

�

    

東条川� 万勝寺川�万願寺川�

誉田橋� 新　橋� 西脇橋� 流　末� 下河原橋�

単位�

－�

ｍｇ／ �

ｍｇ／ 

ｍｇ／ �

ｍｇ／ �

ＭＰＮ／�
１００ｍｌ�

市
内
の
河
川
は
全
体
的
に

市
内
の
河
川
は
全
体
的
に
�

　
　
　
　
　
　
き
れ
い
な
水
質
で
す
！

　
　
　
　
　
　
き
れ
い
な
水
質
で
す
！
�

市
内
の
河
川
は
全
体
的
に

市
内
の
河
川
は
全
体
的
に
�

　
　
　
　
　
　
き
れ
い
な
水
質
で
す
！

　
　
　
　
　
　
き
れ
い
な
水
質
で
す
！
�

市
内
の
河
川
は
全
体
的
に
�

　
　
　
　
　
　
き
れ
い
な
水
質
で
す
！
�（別表）河川水質測定結果＜平均＞�

測定場所�

　　　分析項目�

水素イオン濃度�

生物化学的酸素要求量�

化学的酸素要求量�

溶存酸素�

浮遊物質量�

平均�

８．３�

１．３�

４．５�

１２�

６�

４．５×１０３�

�

最小～最大�

７．８～８．９�

＜０．５～１．７�

３．２～６．９�

９．５～１５�

３～８�

４．６×１０２～�

９．２×１０３�

最小～最大�

７．８～８．７�

＜０．５～１．７�

３．０～７．０�

９．１～１４�

５～９�

３．５×１０３～�

９．２×１０３�

最小～最大�

７．８～８．９�

＜０．５～２．４�

３．０～７．８�

９．２～１３�

４～１１�

３．３×１０２～�

３．５×１０３�

�

最小～最大�

７．３～８．２�

＜０．５～２．６�

２．８～６．６�

７．６～１１�

２～８�

４．９×１０２～�

９．２×１０３�

�

最小～最大�

７．６～９．４�

＜０．５～３．７�

３．６～５．８�

８．７～１５�

１～１２�

４．５×１０１～�

５．４×１０３�

平均�

８．３�

１．３�

４．５�

１１�

７�

６．７×１０３�

�

平均�

８．２�

１．６�

４．６�

１１�

６�

２．１×１０３�

平均�

７．７�

１．６�

４．６�

９．７�

４�

４．２×１０３�

平均�

８．２�

１．６�

４．７�

１２�

７�

２．６×１０３�

�

大腸菌群数（最確法）�

（ｐＨ）�

（ＢＯＤ）�

（ＣＯＤＭｎ）�

（ＤＯ）�

（ＳＳ）�

�

    

加　古　川�

樫山町� 万歳橋� 粟田橋� 大門橋� 古川橋�

東条川�

単位�

－�

ｍｇ／ �

ｍｇ／ 

ｍｇ／ �

ｍｇ／ �

ＭＰＮ／�
１００ｍｌ�
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初
夏
初
夏
の
夜
空
夜
空
に
た
だ
よ
う
幻
想
的

う
幻
想
的
な
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
！
�

初
夏
の
夜
空
に
た
だ
よ
う
幻
想
的
な
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
！
�

平成１４年　広報「おの」6月号�

　
こ
の
た
び
、
山
田
川
に
お
い
て

地
元
山
田
町
の
子
供
会
を
は
じ
め

地
元
住
民
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
り
、

ホ
タ
ル
の
成
虫
約
１,
０
０
０
匹

を
放
生
し
ま
す
。
昨
年
ま
で
に
放

し
て
育
成
し
た
ホ
タ
ル
の
繁
殖
等

状
況
の
観
察
と
あ
わ
せ
て
、「
鑑
賞

会
」を
実
施
し
ま
す
。�

　
自
然
の
大
切
さ
、
環
境
保
護

に
つ
い
て
意
識
が
高
ま
っ
て
お
り
、

農
村
の
も
つ
多
面
的
機
能
を
生

か
す
た
め
、
田
園
景
観
整
備
の

一
環
と
し
て
、
地
元
の
方
々
と

と
も
に
連
携
し
、
水
辺
の
い
た

る
と
こ
ろ
で
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ

る
よ
う
な
豊
か
な
自
然
環
境
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
６
月
８
日
（土）
 １９
時
２０

分
か
ら（
雨
天
の
時
は
、９
日
（日）
）�

▼
場
所
　
山
田
川
上
流
遊
舟
橋

周
辺
（
山
田
町
喫
茶
店
ス
ト
ロ

ベ
リ
ー
）�

▼
そ
の
他
　
お
車
で
お
越
し
の

方
は
、
山
田
多
目
的
広
場
に
駐

車
で
き
ま
す
が
、
収
容
台
数
が

限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
農
政
課
（
　

　
１
９
２
８
）�

�

（別表つづき）�

平
成
１３
年
度
�

環
境
大
気
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
結
果
�（別表）�

単位：ｐｇ-ＴＥＱ／ｍ３�

調査地点�

小野市�
総合体育館�

市立コミュニティ�
センターいちば�

調査日�

Ｈ１３．８．２～８．３�

Ｈ１４．２．２７～２．２８�

Ｈ１３．８．２～８．３�

Ｈ１４．２．２７～２．２８�

０．０４１�

０．２３�

０．５０�

０．３１�

０．１４�

０．４１�

０．６�

測定結果� 平均値� 環境基準�

　水中の有機物が微生物の働
きによって分解されるときに
消費される酸素の量で、川の
汚れを測る代表的な指標です。�
　数値が大きい程汚れている
ことを表します。魚が快適に
住める水質はＢＯＤ５ｍｇ／　
程度と言われています。�

★ＢＯＤについて�

○�６３�

小
野
市
に
お
け
る
大
気
中
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
を
把
握

す
る
た
め
、
平
成
１３
年
８
月
お

よ
び
平
成
１４
年
２
月
に
、
小
野

市
総
合
体
育
館
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
い
ち
ば
の
２
箇
所
で

測
定
を
行
い
ま
し
た
。�

調
査
結
果
（
平
均
値
で
比
較
）

は
、
環
境
基
準
（
０.
６
ｐ
ｇ
｜

Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
ｍ
）
を
ク
リ
ア
ー
し

て
お
り
、
特
に
問
題
な
い
と
言

え
ま
す
。�

結
果
一
覧
表
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。� ３�

測定場所�

　　　分析項目�

水素イオン濃度�

生物化学的酸素要求量�

化学的酸素要求量�

溶存酸素�

浮遊物質量�

平均�

８．３�

１．１�

４．９�

１１�

８�

５．９×１０３�

最小～最大�

７．５～９．６�

＜０．５～１．９�

３．８～６．０�

６．２～１５�

３～１５�

７．８×１０２～�

１．６×１０４�

�

最小～最大�

７．３～９．２�

＜０．５～１．９�

２．５～４．５�

７．５～１３�

＜１～５�

４．９×１０２～�

５．４×１０３�

�

最小～最大�

－～－�

－～－�

－～－�

－～－�

－～－�

－～－�

平均�

８．１�

１．０�

３．５�

１０�

３�

２．５×１０３�

平均�

７．３�

＜０．５�

１．３�

８．５�

２�

２．６×１０３�大腸菌群数（最確法）�

（ｐＨ）�

（ＢＯＤ）�

（ＣＯＤＭｎ）�

（ＤＯ）�

（ＳＳ）�

�

流　末� 流　末� 船木町�

前谷川� 広島川� 船木川�

単位�

－�

ｍｇ／ �

ｍｇ／ 

ｍｇ／ �

ｍｇ／ �

ＭＰＮ／�
１００ｍｌ�

昨
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�
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測定場所�

　　　分析項目�

水素イオン濃度�

生物化学的酸素要求量�

化学的酸素要求量�

溶存酸素�

浮遊物質量�

平均�

６．９�

０．５�

２．６�

８．９�

３�

３．３×１０３�

最小～最大�

６．７～７．２�

＜０．５～０．５�

１．２～４．４�

６．１～１２�

＜１～４�

１．７×１０２～�

５．４×１０３�

�

最小～最大�

７．０～７．８�

＜０．５～２．１�

１．９～４．０�

６．６～１３�

１～６�

１．３×１０３～�

２．４×１０４�

最小～最大�

６．７～７．４�

＜０．５～１．６�

１．６～５．０�

４．８～９．３�

２～５�

９．２×１０３～�

３．３×１０５�

�

�

最小～最大�

８．３～９．８�

＜０．５～２．１�

４．７～７．０�

７．７～１４�

３～１４�

４．９×１０２～�

１．６×１０４�

�

最小～最大�

６．８～７．０�

＜０．５～０．６�

１．４～３．０�

４．５～１１�

＜１～６�

２．３×１０２～�

５．４×１０３�

�

平均�

７．４�

１．０�

３．０�

９．６�

３�

９．１×１０３�

平均�

７．０�

１．０�

３．３�

７．３�

４�

１．０×１０５�

平均�

８．７�

１．１�

５．７�

１１�

７�

５．９×１０３�

�

平均�

６．９�

０．５�

２．１�

７．４�

４�

１．７×１０３�

�

大腸菌群数（最確法）�

（ｐＨ）�

（ＢＯＤ）�

（ＣＯＤＭｎ）�

（ＤＯ）�

（ＳＳ）�

�

    

万勝寺町� 流　末� 流　末� 流　末� 小倉下井堰�

万勝寺川� 桜谷川� 大島川� 中谷川� 山田川�

単位�
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このコーナーはみなさんと　一緒につくるページです。�
いきいきと活動してい　る人や、暮らしの中で�
　思ったことなどいっ　ぱい教えてください。�
　　お気軽に総務部市　民サービス課まで。　�

ふれあいひろば�ふれあいひろば�ふれあいひろば�

平成１４年　広報「おの」6月号�

先月広報クイズの答え　○防犯　○さだまさし　でした。たくさんのご応募ありがとうございました。�１� ２�

６�７�５�１�３�８�０�５０�
円�

小
野
市
王
子
町
８０６
―
１
�

小
野
市
役
所
内
�

広
報
ク
イ
ズ
係
�

今月の広報「小野」をよ～く読んで次の○の中にうめてください。�
○ ６月８日に、山田川上流で「○○○の放生鑑賞会」を実施します。�
○ 今年も６月１０日から○○○○総合健診がスタートします。�
◆応募方法　ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、�
　今月号で興味のあった記事や感想などを記入のうえ右記まで送って�
　ください。�
　正解者の中から抽選で１０名様に粗品をさし上げます。�
◆締 切 日　６月２１日（金）（当日消印有効）�

２�

１�

　我が家のやんちゃ姫は
とても泣き虫。お兄ちゃ
んのいたずらにも負けず
に頑張ってね !�

（母　公代さん）�

　 八木　晴那ちゃん�
ぎ�や� はる�な�

（黒川町・１歳１ヶ月）�

　百万ドルの笑顔をふり
まきながら、ご近所を歩
きまわる達ちゃん。笑顔
いっぱい元気いっぱいで
大きくなってね。�

（母　亜貴さん）�

いわ�つぼ� き�たつ�

（育ヶ丘町・１歳１ヶ月）�

　 濱田　桃加ちゃん�
はま�だ� もも�か�

つね�さだ� わか�ば�

（天神町・１歳２ヶ月）�

　 常定　若葉ちゃん�

（７３歳・本町）�

勲四等瑞宝章�
（元公立高校長）�

山口　正雄さん�

（６４歳・小田町）�

勲六等単光旭日章�
（元小野市消防団副団長）�

依藤　文隆さん�

（天神町・１歳１ヶ月）�

　 岩坪　達希ちゃん�

　元気いっぱい！パワフ
ルヤンチャボウズの若さ
ん！！今日も一生懸命暴
れてます（＾＿＾；ケガ
だけはしないでね。�

（母　由起子さん）�

　ワンワンをおっかけ回
して遊ぶやんちゃ姫、桃加。
いっぱい食べて、いっぱ
い遊んですくすく育って
ね�

（母　美穂子さん）�

わが家の　アイドル�
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市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
米
国

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
リ
ン
ゼ
イ
市

（
姉
妹
都
市
）
に
、
第
１５
回
訪
問

使
節
団
９
名
を
友
好
親
善
の
た
め
、

３
月
２７
日
か
ら
４
月
５
日
の
１０
日

間
の
日
程
で
派
遣
し
ま
し
た
。�

リ
ン
ゼ
イ
市
内
の
小
、
中
学
校

や
オ
レ
ン
ジ
工
場
な
ど
を
見
学
し
、

９
名
の
団
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
か
け

が
え
の
な
い
体
験
を
し
ま
し
た
。�

こ
の
経
験
は
今
後
の
生
活
の
糧

と
な
り
、
ま
た
国
際
交
流
の
礎
と

な
る
で
し
ょ
う
。�

国
際
交
流
協
会
に
寄
せ
ら
れ
た

団
員
の
感
想
文
を
抜
粋
し
て
紹
介

し
ま
す
。�

○
約
３０
年
前
、
小
野
市
と
リ
ン
ゼ

イ
市
の
姉
妹
都
市
提
携
が
結
ば
れ

た
お
陰
で
思
い
が
け
な
い
出
会
い

が
あ
り
深
い
繋
が
り
と
歴
史
が
生

ま
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
を
見
聞
き
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
良
さ
を

見
直
し
愛
し
て
い
き
た
い
。�

○
リ
ン
ゼ
イ
は
静
か
で
広
い
。
オ

レ
ン
ジ
畑
と
オ
リ
ー
ブ
畑
が
延
々

と
続
い
て
い
た
。�

○
言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
困
っ
て

い
る
と
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が

紙
に
書
い
た
り
、
わ
か
り
や
す
く

言
い
直
し
て
く
れ
た
。
あ
の
時
の

優
し
さ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。�

○
リ
ン
ゼ
イ
の
学
校
は
、
１
ク
ラ

ス
の
人
数
が
少
な
く
、
皆
が
フ
レ

ン
ド
リ
ー
で
楽
し
く
て
、
先
生
と

生
徒
の
信
頼
関
係
が
強
く
て
、
本

当
に
羨
ま
し
か
っ
た
で
す
。�

○
ア
メ
リ
カ
で
の
思
い
出
は
一
生

の
宝
物
だ
。
ま
た
い
つ
か
英
語
が

も
っ
と
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

再
び
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
会
い

に
行
こ
う
と
思
う
。�

○
家
族
の
絆
が
非
常
に
強
い
こ
と

に
感
動
し
た
。�

○
僕
た
ち
の
ス
テ
イ
同
様
、
ア
メ

リ
カ
の
人
た
ち
に
も
「
日
本
に
き

て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
ス
テ
イ
に
し
て
あ
げ
た

い
で
す
。�

８
月
５
日
（月）
か
ら
８
月
１９
日
（月）

ま
で
の
間
、
リ
ン
ゼ
イ
市
か
ら
第

１７
回
目
の
交
換
留
学
生
８
名
が
来

市
し
ま
す
。
交
換
留
学
生
は
、
リ

ン
ゼ
イ
高
校
在
学
中
の
高
校
生
（
男

子
６
名
、
女
子
２
名
）
で
す
。�

今
春
、
小
野
市
か
ら
の
使
節
団

９
名
が
訪
米
し
た
際
、
暖
か
く
歓

迎
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
で
す
。

滞
在
中
は
市
内
の
家
庭
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
、
市
内
中
学
校
、
高
校

お
よ
び
企
業
等
を
訪
問
し
、
日
本

の
文
化
に
触
れ
、
見
聞
を
広
げ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。�

こ
の
た
び
、
友
好
の
輪
を
広
げ

る
た
め
、
リ
ン
ゼ
イ
訪
問
団
の
滞

在
中
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入

れ
を
し
て
い
た
だ
け
る
ご
家
庭
を

７
家
族
募
集
し
ま
す
。（
男
子
受

け
入
れ
６
家
庭
、
女
子
２
人
１
組

受
け
入
れ
１
家
庭
）�

姉
妹
都
市
交
流
に
、
ぜ
ひ
、
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。�

ス
テ
イ
受
け
入
れ
が
無
理
で
も

交
流
を
楽
し
み
た
い
方
は
、
各
種

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
小
野
ま
つ
り
、
な
ど
）�

▼
募
集
条
件
�

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
７
泊
程
度
受

け
入
れ
可
能
な
ご
家
庭
�

◎
中
学
生
、
ま
た
は
高
校
生
が
お

ら
れ
る
ご
家
庭
�

◎
受
け
入
れ
中
の
土
曜
、
日
曜
日

に
学
生
と
活
動
が
共
に
で
き
る
方

の
い
る
ご
家
庭
�

▼
締
め
切
り
日
　
６
月
２５
日
（火）
�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
国

際
交
流
協
会
事
務
局
（
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
内
・
　
　
１
０
１
３
�

Ｅ
メ
ー
ル
�

平成１４年　広報「おの」6月号�

service@
city.ono.hyogo.jp）�

○�６３�

第
 
回
訪
問
使
節
団

１５�

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
�

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
�
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ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
か
わ
い�

　
　
Q�
&�
A
�

平成１４年　広報「おの」6月号�

２
０
０
６
年
開
催
の
じ
ぎ
く
兵

庫
国
体
へ
向
け
て
の
競
技
力
向
上

事
業
と
し
て
、
県
内
各
種
競
技
団

体
に
よ
る
強
化
が
推
進
さ
れ
る
な

か
、
市
内
の
３
中
学
生
が
選
ば
れ

て
い
ま
す
。�

平
成
１３
年
度
、
兵
庫
県
中
学
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
１
年
生
の
じ
ぎ
く

カ
ッ
プ
中
央
大
会
３
位
入
賞
の
、

小
野
中
学
校
２
年
生
今
泉
有
美
子

さ
ん
、佐
藤
あ
か
ね
さ
ん
。第
１３
回

兵
庫
県
中
学
校
柔
道
新
人
体
重
別

選
抜
大
会
２
年
６３�
　��ｋｇ
級
２
位
入
賞

の
、
小
野
南
中
学
校
３
年
生
浅
田

臣
斗
さ
ん
が
、
今
年
度
の
国
体
強

化
選
手
と
し
て
練
習
に
励
み
ま
す
。�

２
０
０
６
年
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国

体
出
場
を
め
ざ
し
て
ガ
ン
バ
レ
！
！
�

国
体
に
関
す
る
い
ろ
ん
な
情
報

を
提
供
し
ま
す
。
市
民
一
体
と
な
っ

た
、
半
世
紀
に
一
度
の
国
体
創
り

の
拠
点
と
な
る
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
。�

皆
さ
ん
の
ア
ク
セ
ス
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。�

身
体
を
動
か
す
と
、
汗
ば
む
季

節
と
な
り
ま
し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ

で
汗
を
流
し
た
あ
と
の
ビ
ー
ル
が

う
ま
い
！
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え

て
き
そ
う
で
す
。
あ
な
た
も
身
近

な
施
設
で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。�

市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

交
流
が
で
き
る
よ
う
小
学
校
区
単

位
で
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
」
の

設
立
を
す
す
め
て
い
ま
す
。�

こ
の
度
、
河
合
小
学
校
区
で
、

『
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
か
わ
い
』

が
誕
生
し
ま
し
た
。�

河
合
小
学
校
区
で
は
、
平
成
１３

年
７
月
か
ら
約
１０
ヶ
月
を
経
て
、

平
成
１４
年
５
月
２５
日
（土）
に
設
立

総
会
を
迎
え
ま
し
た
。�

ク
ラ
ブ
設
立
ま
で
に
は
、
区
長

会
の
方
々
や
各
団
体
の
代
表
者
や

関
係
者
に
よ
る
準
備
委
員
会
を
開

き
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、地
域
の

皆
さ
ん
で
自
主
運
営
が
で
き
る
組

織
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。�

今
年
も
が
ん
、
高
血
圧
、
高
脂

血
症
、
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
、
治
療
を
目
的
に
、

町
ぐ
る
み
総
合
健
診
が
始
ま
り
ま

す
。
健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い

方
、
今
ま
で
健
診
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
方
も
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。�

��▼
対
象
者
　
平
成
１５
年
３
月
３１
日

現
在
で
、４０
、
４５
、
５０
、
５５
、
６０
、

６５
、７０
歳
に
な
ら
れ
る
方
の
う
ち
次

の
２
項
目
を
満
た
す
方
�

・
こ
れ
ま
で
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
�

・
現
在
、
ま
た
は
過
去
に
Ｂ
型
肝
炎
、

Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
方
�

▼
検
査
内
容
　
採
血
し
て
血
液
検

査
を
し
ま
す
。Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体（
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
調
べ
る
検
査
）、

Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原（
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

を
調
べ
る
検
査
）で
、ウ
イ
ル
ス
が「
い

る
」か「
い
な
い
か
」を
確
認
し
ま
す
。

な
お
、採
血
量
は
３
Ｃ
Ｃ
で
す
。�

Ｑ
１
　
ど
こ
で
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き

る
ん
で
す
か
？
�

Ａ
１
　
河
合
小
学
校
体
育
館
・
運

動
場
、
河
合
中
学
校
体
育
館
・
運

動
場
、
河
合
運
動
広
場
な
ど
市
内

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
、
ク
ラ
ブ
が

行
う
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。�

Ｑ
２
　
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す

か
？
�

Ａ
２
　
会
員
の
親
睦
を
図
る
イ
ベ

ン
ト
や
手
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
も
行
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
も
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

Ｑ
３
　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま

す
か
？
�

Ａ
３
　
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
が

世
代
を
越
え
て
参
加
し
、
い
ろ
ん

な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
の
が
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
の
特
徴
で
す
。�

�現
在
、
市
で
は
下
東
条
・
中
番
・

い
ち
ば
・
か
わ
い
の
４
つ
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。�

そ
の
他
４
つ
の
小
学
校
区
で
も
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
ク
ラ
ブ

が
設
立
さ
れ
る
よ
う
地
域
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。�地域

の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
設
立
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
身
近
な
ク
ラ
ブ
で
指
導

や
運
営
を
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る

方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
か
わ
い
運

営
委
員
会
事
務
局
　
山
中
（
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ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
小
野
市
推

進
委
員
会
事
務
局
（
体
育
保
健
課

内
・
　
　
２
５
９
１
）�

○�６３�

○�６３�

○�６６�

佐藤あかねさん�
（小野中学校２年）�

健
診
は
幸
せ
家
族
の
道
し
る
べ

健
診
は
幸
せ
家
族
の
道
し
る
べ�

健
診
は
幸
せ
家
族
の
道
し
る
べ

健
診
は
幸
せ
家
族
の
道
し
る
べ�

健
診
は
幸
せ
家
族
の
道
し
る
べ�

６月１０日から�
スタート�

町
ぐ
る
み
総
合
健
診�

町
ぐ
る
み
総
合
健
診�

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
が�

　
　
　
　
　
始
ま
り
ま
す�

月　　日　�

６月 １０日（月）�

 １７日（月）�

 １８日（火）�

 ２８日（金）�

 ２９日（土）�

７月４日（木）�

 ５日（金）�

 １５日（月）�

 １６日（火）�

 ２２日（月）�

３１日（水）�

８月２日（金）�

 ３日（土）�

　 場 　 所 　 �

JA兵庫みらい来住支店�

コミュニティセンターいちば
（ 旧 市 場 会 館 ）�

JA兵庫みらい河合支店�

コミュニ ティセ ン タ ー �
　 　 　 下 東 条 �

保 健 センター�

　 対 象 地 区 　 �

来住地区�

市場（樫山町、山田町、池尻町、育ヶ丘町）�

市場（市場町、榊町、大島町、二葉町）�

河合＜健康推進モデル地区＞（旭町、昭和町、三和町、粟生町）�

河合＜健康推進モデル地区＞（復井町、西山町、青野ヶ原町、河合中町、河合西町、新部町、桜台）�

下東条（福住町、中番町、菅田町、住吉町）�

福田（久保木町、古川町、高山町）�

下東条（中谷町、脇本町、万勝寺町、池田町、曽根町、小田上町、小田下町、船木町）�

大部（高田町、喜多町、住永町、王子町）�

小野（中町）�

大部（鹿野町、敷地町、中島町、広渡町）�

小野（神明町）�

小野（栄町、大開町、浄谷町、葉多町、久茂町、片山町、田園町、北丘町）�

小野（上本町、本町、本町１丁目、西本町、東本町、丸山町、下大部町）�

小野（上新町、垂井町、日吉町、長尾町、黒川町）�

小野（天神町、小野ニュータウン、天神東ヶ丘）�

【健診日程・会場】※当日支障のある方は、都合のよい日に受けてください。�

【健診内容】�

検 診 名 �

基本健康診査�

肝炎ウィルス検診�

胸部検診�
（結核・肺がん）�

胃がん検診�

肺がん検診�

大腸がん検診�

歯科健康診査�

子宮がん検診�

骨粗しょう症検診�

検 査 内 容 �

検尿、身体計測、血圧、血液検査、�
心電図、眼底検査、診察、保健・栄養指導�

血液検査（HCV抗体検査・HBs抗原検査）�

胸部X線間接撮影�

バリウムによるX線間接撮影�

喀痰検査（３日間蓄痰法）�
対象は、喫煙指数が６００以上（１日本数×喫煙年数）�

検便による便潜血反応検査（２日間）�

問診、歯科診察、口腔衛生指導（希望者のみ）�

子宮頸部細胞診�

超音波骨密度測定�
《対象者》６９歳までの方�

個人負担金�

１,４００円�

１,０００円�

３００円�

１,３００円�

１,２００円�

５００円�

無料�

１,５００円�

１,５００円�

受付時間�

�

８時～１１時�

※身体の不自
由な方、子ど
も連れの方等
は、なるべく�
１０時３０分から
１１時の間にお
越しください。
補助員がお手
伝いします。�

�

９時～１１時�

１２時３０分～１３時�

１２時３０分�
～１３時３０分�

【お願い】�

【注　意】�

・検査料金は当日会場でお支払いください。�
（７０歳以上は無料です／昭和８年３月３１日以前に生まれた方）�

・ 妊娠中または妊娠の可能性のある方は、胃がん検診、�
 胸部検診は受けないでください。�

●当日受付もします。�
●申し込みされていない方には、事前に受診票等をお渡し
　しますので、保健センターへご連絡ください。�
●申し込み・問い合わせ・・・市立保健センター�
　　　　３９７７�

開 設 種 目（４種目）�

会　　　費会　　　費�

イ　ベ　ン　ト�

（本年度本年度の年会費年会費は、傷害保険料相傷害保険料相当額のみとさせていただきます）�

開 設 種 目（４種目）�

会　　　費�

イ　ベ　ン　ト�
卓球�
バドミントン�
ソフトバレーボール�
フットサル�

エアロビクス�
ウォーキング�
　　　　　など�

（本年度の年会費は、傷害保険料相当額のみとさせていただきます）�

中 学 生 以 下 �
一 　 　 　 般 �
６ ０ 歳 以 上 �

：�
：�
：�

４５０円�
１,４００円�
８００円�
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今泉有美子さん�
（小野中学校２年）�

浅 田 臣 斗さん�
（小野南中学校３年）�



市
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に
専
門

の
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
生
活
環

境
課
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

【
事
例
】
�

業
者
か
ら
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
の
仕
事
を
し
ま
せ
ん
か
。
簡
単

な
検
定
に
合
格
す
れ
ば
仕
事
を
紹

介
し
ま
す
。
月
５
万
円
程
の
収
入

に
な
り
ま
す
。
仕
事
を
す
る
た
め

に
教
材
を
４８
万
円
で
購
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
代
金
は
内

職
の
収
入
で
十
分
払
え
ま
す
。」

と
勧
誘
さ
れ
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。�

し
か
し
、
最
初
の
説
明
と
違
い
、

検
定
試
験
の
問
題
は
難
し
く
、
３
ヶ

月
過
ぎ
て
も
合
格
で
き
な
い
の
で

解
約
し
た
い
。�

�【
解
説
】
�

在
宅
で
簡
単
に
収
入
を
得
ら
れ

る
と
誘
い
、
高
額
の
商
品
を
買
わ

せ
る
が
、
実
際
に
は
収
入
が
得
ら

れ
ず
、
購
入
し
た
商
品
の
支
払
い

だ
け
が
残
る
と
い
う
内
職
商
法
の

苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。�

【
対
応
】
�

事
例
の
場
合
、
契
約
書
を
確
認

す
る
と
教
材
の
売
買
契
約
だ
け
で
、

仕
事
の
紹
介
を
確
約
し
た
文
面
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。�

そ
こ
で
、
業
者
へ
勧
誘
時
の
説

明
と
違
う
の
で
解
約
し
た
い
旨
を

書
面
で
通
知
し
、
交
渉
し
た
結
果
、

８
万
円
の
違
約
金
で
解
約
で
き
ま

し
た
。�

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
業

者
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
書
面
に

書
い
て
あ
る
か
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ

う
。�

平成１４年　広報「おの」6月号�

くらしのそ

うだん 箱

大
雨
、
強
雨
や
台
風
。�

あ
な
た
の
家
の
風
水
害
対
策
は
万
全
で
す
か
？
�

家
の
中
や
周
囲
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。�

◎拠点避難所一覧表�

拠 点 避 難 所 名 �

小 野 小 学 校 �

小 野 東 小 学 校 �

河 合 小 学 校 �

来 住 小 学 校 �

市 場 小 学 校 �

大 部 小 学 校 �

中 番 小 学 校 �

下 東 条 小 学 校 �

小 野 中 学 校 �

河 合 中 学 校 �

小 野 南 中 学 校 �

旭 丘 中 学 校 �

小 野 養 護 学 校 �

拠 点 避 難 所 名 �

総 合 体 育 館 �

匠 台 公 園 体 育 館 �

市 民 会 館 �

老人福祉センターみやま荘�

伝 統 産 業 会 館 �

コミュニティセンターかわい�

コミュニティセンターおおべ�

コミュニティセンターきすみの�

コミュニティセンターいちば�

コミュニティセンター下東条�

小 野 高 校 �

小 野 工 業 高 校 �

所 在 地 �

西 本 町 �

天 神 町 �

新 部 町 �

下来住町�

市 場 町 �

敷 地 町 �

中 番 町 �

小田上町�

本 町 �

三 和 町 �

大 島 町 �

古 川 町 �

昭 和 町 �

所 在 地 �

王 子 町 �

匠 台 �

王 子 町 �

王 子 町 �

王 子 町 �

新 部 町 �

敷 地 町 �

下来住町�

市 場 町 �

福 住 町 �

西 本 町 �

片 山 町 �

昨
年
の
６
月
か
ら
事
業
者
に
は
、
契
約
の
内
容
が
書
か
れ
た

書
面
を
渡
す
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

書
面
を
受
領
後
、
２０
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。�

◎
屋
根
�

・
瓦
の
ひ
び
、
割
れ
、
ず
れ
、
は

が
れ
が
な
い
か
。�

・
ト
タ
ン
の
め
く
れ
、
は
が
れ
は

な
い
か
。�

◎
雨
樋
・
雨
戸
�

・
雨
樋
に
落
ち
葉
や
土
砂
が
詰
ま
っ

て
い
な
い
か
。
継
ぎ
目
の
は
が
れ

や
腐
り
は
な
い
か
。�

・
雨
戸
に
ガ
タ
ツ
キ
や
ゆ
る
み
は

な
い
か
。�

◎
外
壁
�

・
モ
ル
タ
ル
の
壁
に
亀
裂
は
な
い
か
。�

・
板
壁
に
腐
り
や
浮
き
は
な
い
か
。�

・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
は
固

定
さ
れ
て
い
る
か
。�

◎
ベ
ラ
ン
ダ
�

・
鉢
物
や
物
干
し
竿
な
ど
飛
散
の

危
険
が
高
い
も
の
は
室
内
へ
。�

◎
窓
ガ
ラ
ス
�

・
ひ
び
割
れ
、
窓
枠
の
ガ
タ
ツ
キ

は
な
い
か
。�

・
強
風
に
よ
る
飛
来
物
な
ど
に
備

え
て
、
外
側
か
ら
板
で
ふ
さ
ぐ
な

ど
の
処
置
を
。�

◎
屋
内
で
は
�

・
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
携

帯
ラ
ジ
オ
の
準
備
を
。�

・
避
難
に
備
え
て
貴
重
品
な
ど
の

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
を
。�

・
気
象
情
報
を
注
意
深
く
聞
く
。�

・
飲
料
水
を
確
保
し
て
お
く
。（
断

水
に
備
え
）�

・
浸
水
の
恐
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
で

は
、
家
財
道
具
や
食
料
品
、
衣
類
、

寝
具
な
ど
の
生
活
用
品
を
高
い
場

所
へ
移
動
さ
せ
る
。�

・
病
人
や
乳
幼
児
、
障
害
者
な
ど

を
安
全
な
場
所
へ
。�

災
害
時
に
は
、
皆
さ
ん
方
一
人

ひ
と
り
が
「
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
連
帯

意
識
を
も
ち
、
自
主
的
に
防
災
活

動
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。�

一時的な避難場所として、地域の公民館が指定されています。�
区長さんとご相談ください。�

14



昔
な
が
ら
の
方
法
で�

　
　
野
菜
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切�

『
豊
か
豊
か
な
む
な
む
ら
を
災
害
か

ら
を
災
害
か
ら
守
る
月
間

ら
守
る
月
間
』�

『
豊
か
豊
か
な
む
な
む
ら
を
災
害
か

ら
を
災
害
か
ら
守
る
月
間

ら
守
る
月
間
』�

『
豊
か
な
む
ら
を
災
害
か
ら
守
る
月
間
』�

６
月
１
日
〜
３０
日�

た
め
池
の
点
検
と

点
検
と
管
理
管
理�

た
め
池
の
点
検
と
管
理�

「タナゴももどった�
　　きすみ野ビオトープ�
　　　　　　　ものがたり」�

市川憲平・文　市川涼子・絵�
（社）農山漁村文化協会・発行�
（定価1，４００円）�

今
月
号
よ
り
、専
業
か
ら
い
き
が
い
農
業
ま
で
、農
に
関
わ
る
皆

さ
ん
を
紹
介
す
る
、「
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ァ
ー
マ
ー
」を
連
載
し
ま
す
。�

ま
ず
、
第
１
回
目
は
、
ひ
ま
わ

り
の
丘
公
園
に
あ
る
、「
サ
ン
パ

テ
ィ
オ
お
の
」
に
地
元
の
と
れ
た

て
野
菜
を
出
荷
さ
れ
て
い
る
、
Ｊ

Ａ
兵
庫
み
ら
い
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
運
営
委
員
会
会
長
の
井
上

信
正
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

「
わ
た
し
は
、
農
業
で
は
ア
マ

チ
ュ
ア
な
ん
だ
け
ど
、
な
ぜ
か
会

長
を
頼
ま
れ
ま
し
て
…
専
門
と
い

う
よ
り
は
、
一
家
総
出
で
（
孫
か

ら
８８
歳
の
母
親
ま
で
）、
昔
な
が

ら
の
方
法
で
野
菜
を
つ
く
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

前
置
き
さ
れ
な
が
ら
、
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。�

�サ
ン
パ
テ
ィ
オ
で
は
、
平
日
５

０
０
人
、
休
日
は
、
１,
０
０
０

人
以
上
の
来
場
者
が
あ
り
非
常
に

盛
況
で
す
。�

朝
、
地
元
で
収
穫
し
た
作
物
を

そ
の
日
に
売
る
新
鮮
さ
、
安
い
価

格
や
安
心
・
安
全
な
作
物
が
魅
力

と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。�

わ
た
し
は
、
あ
ま
り
市
場
に
出

荷
さ
れ
て
い
な
い
も
の
や
、
色
鮮

や
か
な
野
菜
、
ま
た
、
多
少
形
や

色
が
悪
く
て
も
、
体
に
い
い
作
物

を
出
荷
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。�

サ
ン
パ
テ
ィ
オ
で
は
、
８０
人
の

メ
ン
バ
ー
が
野
菜
、
花
、
果
樹
、

く
だ
も
の
、
卵
、
加
工
品
等
、
主

に
有
機
肥
料
を
使
っ
た
作
物
を
出

荷
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。�

�「サ
ン
パ
テ
ィ
オ
お
の
」�

▼
営
業
時
間
　
１０
時
か
ら
１７
時（
季

節
に
よ
り
変
更
）�

▼
定
休
日
　
水
曜
日
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
 
 
０
８
３
１
�

県
で
は
、
毎
年
６
月
を
「
豊
か

な
む
ら
を
災
害
か
ら
守
る
月
間
」

に
定
め
、
関
係
機
関
を
あ
げ
て
パ

ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。�

市
で
も
、
危
険
箇
所
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
災
害
に
備
え
て
対

策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。�

し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
地

元
管
理
者
の
方
々
の
日
頃
か
ら
の

管
理
努
力
が
一
番
大
切
で
す
。�

日
頃
か
ら
十
分
な
維
持
管
理
を

行
っ
て
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。�

１.
た
め
池
の
管
理
組
織
を
作
り
、

パ
ト
ロ
ー
ル
・
ル
ー
ル
を
定
め
、

管
理
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
し
ょ

う
。�

２.
定
期
的
に
草
刈
を
行
い
、
漏

水
、
崩
壊
等
の
早
期
発
見
に
努
め

ま
し
ょ
う
。�

３.
非
常
対
策
の
た
め
、
日
頃
か

ら
土
の
う
、
杭
等
の
応
急
資
材
を

常
に
準
備
し
て
お
き
、
管
理
場
所

を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。�

４.
洪
水
吐
は
堤
体
を
守
る
重
要

な
施
設
で
す
。
洪
水
吐
に
土
の
う
、

板
な
ど
を
お
い
て
無
理
な
貯
水
を

す
る
こ
と
は
、
た
め
池
決
壊
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。�

平成１４年　広報「おの」6月号�

○�６４�

「
サ
ン
パ
テ
ィ
オ
お
の
」�

Ｊ
Ａ
兵
庫
み
ら
い
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
�

運
営
委
員
会
　
会
長
　
井
上
　
信
正
　

さ
ん
�

ム
シ
ノ

 

オ

ヤ

サ

イ

�

「
サ
ン
パ
テ
ィ
オ
お
の
」�
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暮
ら
し
の
情
報
�市

役
所
の
代
表
電
話
番
号
は
　
１
０
０
０
で
す
。
�

ま
た
、
直
接
、
目
的
の
部
課
、
担
当
へ
電
話
を
か
け
て
�

い
た
だ
く
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
�

国
保
の
事
業
を
運
営
す
る
の
は
、

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
市
（
町
）

で
、
こ
れ
を
保
険
者
と
い
い
ま
す
。�

保
険
者
は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
い
た
保
険
税
（
料
）
と
国

な
ど
か
ら
の
補
助
金
な
ど
を
財
源

と
し
て
、
医
療
費
や
い
ろ
い
ろ
な

給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

国
保
の
加
入
者
は
、
医
療
費
の

３
割
（
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象

者
は
２
割
ま
た
は
３
割
）
に
相
当

す
る
自
己
負
担
金
を
支
払
う
だ
け

で
医
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
残
り

の
７
割
（
退
職
者
医
療
制
度
の
対

象
者
は
８
割
ま
た
は
７
割
）
は
、

国
保
を
運
営
す
る
保
険
者
か
ら
お

医
者
さ
ん
に
支
払
わ
れ
ま
す
。�

国
保
の
し
く
み
は
、
左
上
図
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

平
成
１４
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

税
額
の
基
礎
と
な
る
所
得
割
率
、

資
産
割
率
、
人
数
に
応
じ
た
均
等

割
額
、
世
帯
に
対
す
る
平
等
割
額

に
つ
い
て
は
前
年
度
と
同
じ
で
、

左
記
の
と
お
り
据
え
置
き
し
ま
す
。

　
各
世
帯
の
税
額
は
納
税
額
通
知

書
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
納
税

は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１

年
分
を
、
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
１０
回
納
付
と
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
税
の
納
付
に
つ
き
ま
し

て
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

な
お
、
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と

督
促
、
催
告
、
滞
納
処
分
や
有
効

期
限
が
短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」

被
保
険
者
証
に
変
え
て
「
資
格
証

明
書
（
保
険
証
で
は
な
い
の
で
医

療
機
関
の
窓
口
で
は
全
額
医
療
負

担
と
な
り
、
申
請
後
７
割
の
払
戻

し
）」
の
交
付
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な

ら
な
い
た
め
に
も
、
保
険
税
は
納

期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
災
害

等
や
む
を
得
な
い
事
情
や
、
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
納
付
方
法
等

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
（
　
　

１
０
０
９
）・
市
民
課
（
　
　
１

４
６
９
）�

平成１４年　広報「おの」6月号�
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国
民
健
康
保
険
�

Ｂ【介護分】�

○�６３�

保険税の計算は①＋②＋③＋④の合算です。→【Ａ】�
※課税限度額５３万円�

保険税の計算は①＋②＋③＋④の合算です。→【Ｂ】�
※課税限度額７万円�

＊家族に４０歳～６４歳の人がいない場合�
　（医療分＝国保の保険税）�
　　  【Ａ】＝国保の保険税�

＊家族に４０歳～６４歳の人がいる場合�
　（医療分＋介護分＝国保の保険税）�
　　【Ａ】＋【Ｂ】＝国保の保険税�
まず、上記Aで医療分の額を計算し、さらにＢで介
護分の額を計算します。�
医療分と介護分の合計が国保の保険税となります。�
（※同じ世帯の４０歳から６４歳の方以外の所得な
どは、介護分の計算には影響しません）�
課税限度額もそれぞれ５３万円、７万円となり、合

計の６０万円が課税限度額となります。�

①所得割� ②資産割� ③均等割� ④平等割�

前年中の基準
総所得金額�

本年度固定�
資産税額�

被保険者数に
応じて� １世帯当たり�

６.５／１００� ９／１００� １人につき�
２６,５００円�

１世帯につき�
２７,５００円��

①所得割� ②資産割� ③均等割� ④平等割�

前年中の基準
総所得金額�

本年度固定�
資産税額�

被保険者数に
応じて� １世帯当たり�

０.７／１００� １.５／１００�１人につき�５,５００円�
１世帯につき�
３,２００円��

国
保
の
し
く
み

国
保
の
し
く
み
�

国
保
の
し
く
み
�

据
え
置
き
で
す
！
�

　
国
民
健
康
保
険
税
率
�

Ａ【医療分】�

一部負担金（３割分）�
等の支払い�

加入者�

国保連合会�

（被保険者）�

（医療機関）� （保険者）�

保険医�
治 療� 被保険者証�

の交付�

加入手続き�
保険税（料）を納める�

国からの�
補助金など�

医療費（７割分）�
の支払い�

医療費（７割分）�
の請求�

医療費を審査�
決定し報告�

医療費（７割分）�
の支払い�

市　町�

国保のしくみ�



国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度

の
中
に
２
割
軽
減
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
制
度
は
ま
ず
該
当
者
が
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
適
用

さ
れ
ま
す
。
２
割
軽
減
の
対
象
と

な
る
世
帯
は
、
平
成
１３
年
中
の
世

帯
の
所
得
金
額
が
３３
万
円
に
被
保

険
者
１
人
に
つ
き
３５
万
円
を
加
算

し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
で
す

が
、
こ
の
制
度
は
申
請
し
な
い
と

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。�

該
当
す
る
世
帯
に
は
、
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
７
月
１０
日

ま
で
に
必
ず
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。�

軽
減
制
度
に
は
、
こ
の
ほ
か
に

７
割
軽
減
、
５
割
軽
減
制
度
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
国
民
健
康
保

険
加
入
世
帯
の
被
保
険
者
の
所
得

状
況
に
応
じ
、
保
険
税
の
均
等
割
、

平
等
割
に
つ
い
て
軽
減
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
世

帯
に
適
用
し
て
い
ま
す
。
２
割
軽

減
の
申
請
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
市
民
課
保
険
医
療
係
（
　
　

１
４
６
９
）
へ
。�

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た

場
合
、１
カ
月
間
の
自
己
負
担
額
の

合
計
が
自
己
負
担
上
限
額
を
超
え

た
と
き
は
、申
請
に
よ
り
、
そ
の
超

え
る
額
を
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

と
し
て
支
給
し
ま
す
。�

た
だ
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

の
１
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
以
内

に
、
ま
た
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
翌
月
以
降
に
支
払
っ
た

場
合
に
は
支
払
っ
た
日
の
翌
日
か

ら
２
年
以
内
に
申
請
を
し
な
い
と

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
介
護
保

険
係
（
　
　
１
５
０
９
）�

国
民
健
康
保
険
で
医
療
機
関
へ

入
院
さ
れ
た
場
合
、
１
日
の
食
事

に
か
か
る
費
用
の
う
ち
、
７
８
０

円
の
一
部
負
担
金
が
必
要
で
す
が
、

こ
の
入
院
時
食
事
代
負
担
金
が
減

額
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
老
人
保
健
制
度
に
も
同
様
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。�

該
当
さ
れ
る
方
は
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
で
、
下
表
の
と
お

り
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
該

当
世
帯
の
方
は
、
窓
口
ま
で
申
請

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

ま
た
、
昨
年
該
当
世
帯
で
「
標

準
負
担
額
減
額
認
定
書
」
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
は
、
証
の
有
効

期
限
は
５
月
３１
日
ま
で
で
す
。
今

年
も
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

再
度
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
申

請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

詳
細
は
、
市
民
課
保
険
医
療
係

（
　
　
１
４
６
９
）
へ
。�

飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
な
ど

の
悪
質
、
危
険
な
違
反
に
対
す
る

罰
則
の
強
化
等
を
内
容
と
す
る
改

正
道
路
交
通
法
が
、
平
成
１４
年
６

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。�

◎
主
な
内
容
�

悪
質
、
危
険
な
違
反
の
罰
則
等
の

強
化
�

★
酒
酔
い
運
転
な
ど
悪
質
、
危
険

な
違
反
の
罰
則
・
違
反
点
数
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。�

★
悪
質
、危
険
な
運
転
者
に
対
す
る

免
許
の
欠
格
期
間
が
最
長
５
年（
現

行
３
年
）に
延
長
さ
れ
ま
す
。�

酒
気
帯
び
基
準
が
強
化
さ
れ
、
わ

ず
か
な
飲
酒
で
も
「
酒
気
帯
び
運

転
」
に
�

★
血
液
１
リ
ッ
ト
ル
中
ア
ル
コ
ー

ル
濃
度
�

　
改
正
前
０
・
５
ｍｇ
以
上
�

　
改
正
後
０
・
３
ｍｇ
以
上
�

★
呼
気
１
リ
ッ
ト
ル
中
ア
ル
コ
ー

ル
濃
度
�

　
改
正
前
０
・
２
５
ｍｇ
以
上
�

　
改
正
後
０
・
１
５
ｍｇ
以
上
�

免
許
更
新
時
の
負
担
の
軽
減
�

★
免
許
証
の
有
効
期
間
が
、
優
良

運
転
者
以
外
で
も
、
現
在
の
３
年

か
ら
、
初
心
者
や
一
定
の
違
反
経

歴
者
を
除
き
、
５
年
と
な
り
ま
す
。�

★
免
許
証
の
更
新
期
間
が
延
長
さ

れ
、
誕
生
日
後
の
１
ヶ
月
間
も
更

新
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

★
優
良
運
転
者
は
、
誕
生
日
以
前

の
更
新
期
間
中
に
限
り
、
住
所
地

以
外
の
公
安
委
員
会
で
も
更
新
手

続
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

高
齢
運
転
者
講
習
の
対
象
年
齢
の

引
き
下
げ
�

高
齢
者
講
習
の
受
講
年
齢
が
７０

歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。�

ま
た
、
高
齢
者
マ
ー
ク
を
自
動

車
に
表
示
し
て
い
た
だ
く
方
も
７０

歳
以
上
と
な
り
ま
す
。�

平成１４年　広報「おの」6月号�

違反行為�

酒酔い運転�

無免許運転�

酒気帯び運転�

罰　　　則�

３年以下の懲役又は�
５０万円以下の罰金�

１年以下の懲役又は�
３０万円以下の罰金�

１年以下の懲役又は�
３０万円以下の罰金�

基礎点数�

25点�

19点�

０.２５mg／リッ�
トル

以上�

０.２５mg／リッ�
トル

未満�

１３点�

６点�

≪罰則強化となる違反行為の例≫�

〜
該
当
さ
れ
る
方
は
申
請
を
〜
�

国
保
税
の
２
割
軽
減

国
保
税
の
２
割
軽
減
�

国
保
税
の
２
割
軽
減
�

一般加入者�

住民税
非課税
世　帯�

住民税非課税世帯で老齢福祉年金を
受けている方�

過去１２カ
月の入院�
日　　数�

９０日までの入院�

９０日をこえる入院�

１日�

１日�

１日�

１日�

７８０円�

６５０円�

５００円�

３００円�

◎入院時の食事代の標準負担額�

＊住民税非課税世帯の方は「標準負担額減
額認定書」が必要です。�

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
�

　
　
　
　
　
の
申
請
を
！
�

入
院
時
食
事
代
�

　
一
部
負
担
金
を
減
額
�

�

道
路
交
通
法
が

道
路
交
通
法
が
�

　
　
　
変
わ
り
ま
す
！

　
　
　
変
わ
り
ま
す
！
�

道
路
交
通
法
が
�

　
　
　
変
わ
り
ま
す
！
�

○�６３�
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交
通
安
全
�

介
護
保
険
�

○�６３�

※所得申告をしていない場合は、軽減措置
を受けられません。�
　必ず税の申告をしましょう。�

該当世帯�

平成１３年中の�
世帯の�
　所得金額�

≦３３万円 ＋�
３５万円×�
被保険者人数�

国
民
健
康
保
険
（
つ
づ
き
）
�



北播磨県民局から�

北播磨地域夢会議（第１回）の�
　　　　参加者を募集します!
北播磨地域夢会議（第１回）の�
　　　　参加者を募集します!
北播磨地域夢会議（第１回）の�
　　　　参加者を募集します!
北播磨地域夢会議（第１回）の�
　　　　参加者を募集します!

さ
て
、
問
題
で
す
。�

年
金
は
原
則
２５
年
加
入
す
れ
ば

も
ら
え
る
と
の
こ
と
。
わ
た
し
は

２２
歳
の
と
き
か
ら
加
入
し
て
、
も

う
３０
年
た
つ
か
ら
、
今
後
は
年
金

制
度
に
加
入
し
な
く
て
も
よ
い
。�

こ
の
考
え
は
○
か
×
か
？
�

年
金
を
受
け
る
に
は
原
則
２５
年

の
加
入
期
間
が
必
要
で
す
が
、
６０

歳
に
な
る
ま
で
年
金
制
度
へ
の
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
金
額
は
加
入
期
間
な
ど

に
応
じ
て
決
ま
る
の
で
、
加
入
期

間
が
短
い
と
少
な
い
年
金
し
か
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。�

老
齢
基
礎
年
金
の
額
は
�

　
　
　
保
険
料
納
付
期
間
で
計
算
�

老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
に
応
じ
て
年
金
額
が

決
ま
り
ま
す
。
２０
歳
か
ら
６０
歳
に

な
る
ま
で
の
４０
年
間
保
険
料
を
納

め
て
は
じ
め
て
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
を
６５
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。�

保
険
料
の
免
除
（
法
廷
免
除
、

申
請
免
除
）
を
受
け
て
い
た
期
間

は
、
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
３

分
の
１
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
４
月
か
ら
は
じ
ま
っ

た
半
額
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
３
分
の

２
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
基
礎
年
金

の
給
付
の
３
分
の
１
は
国
庫
負
担

（
税
）
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る

の
で
、
免
除
を
受
け
て
も
そ
の
分

の
年
金
は
受
け
ら
れ
る
の
で
す
。�

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
�

　
　
報
酬
比
例
部
分
と
定
額
部
分
�

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
要
件
を

満
た
し
て
い
て
（
原
則
２５
年
以
上

の
加
入
）、
厚
生
年
金
保
険
へ
の

加
入
期
間
が
１
年
以
上
あ
る
場
合

は
、
生
年
月
日
に
応
じ
て
６０
歳
か

ら
６４
歳
ま
で
定
額
部
分
お
よ
び
報

酬
比
例
部
分
相
当
の
年
金
（
特
別

支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
）
を
受
け

ら
れ
ま
す
（
図
表
）。
定
額
部
分

と
報
酬
比
例
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ

受
け
は
じ
め
る
年
齢
が
徐
々
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
男

子
の
場
合
、
昭
和
２４
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
の
方
は
定
額
部
分
の

年
金
は
な
く
な
り
、
昭
和
３６
年
４

月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人
は
報
酬

比
例
部
分
も
な
く
な
っ
て
、
全
額

６５
歳
か
ら
の
受
給
と
な
り
ま
す
（
女

子
は
５
年
遅
れ
）。�

原
則
と
し
て
、
定
額
部
分
は
加

入
期
間
に
応
じ
て
、
報
酬
比
例
部

分
は
平
均
標
準
報
酬
月
額
（
加
入

期
間
の
賃
金
の
平
均
）
と
加
入
期

間
に
応
じ
て
年
金
額
が
決
ま
り
ま

す
。�

６５
歳
か
ら
は
老
齢
厚
生
年
金
と
�

　
　
　
　
　
　
　
老
齢
基
礎
年
金
�

６５
歳
に
な
る
と
報
酬
比
例
部
分

は
老
齢
厚
生
年
金
と
し
て
、
定
額

部
分
は
老
齢
基
礎
年
金
と
し
て
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

当
面
の
間
、
定
額
部
分
の
ほ
う
が

老
齢
基
礎
年
金
よ
り
も
多
く
な
る

の
で
、
そ
の
分
は
経
過
的
加
算
と

し
て
６５
歳
以
降
は
老
齢
厚
生
年
金

に
加
算
さ
れ
ま
す
（
図
表
）。
厚

生
年
金
保
険
と
国
民
年
金
（
第
１

号
、
第
３
号
）
の
両
方
の
加
入
期

間
が
あ
る
人
は
、
国
民
年
金
の
加

入
期
間
の
分
が
６５
歳
か
ら
の
老
齢

基
礎
年
金
の
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。�

（
冒
頭
の
問
題
の
答
え
は
×
で
す
）�

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
年
金
係

（
　
　
１
４
６
９
）�

�

平成１４年　広報「おの」6月号�

○�４２�

国
民
年
金
�

○�６３�

●北播磨地域ビジョン委員会では、１３の県民行動プログラムを策
定し、�
＜地域子どもの日をつくろう＞�
＜ＪＲ加古川線沿線駅を交流の場に＞�
＜心肺蘇生法を普及させ「命の教育」を推進していこう＞�
　のプログラムの検討を進めています。�
●１４年度からさらに、�
＜歩いて見ようよ　北播磨＞�
＜北バーン！創祭り＞についても検討が始められました。�
●夢会議で県民の皆様方から頂いたご意見を参考にしながらプ
ログラムづくりを進めていきますので、多数の方のご参加をお
待ちしております。�

　日時　６月３０日（日）１４時から１７時�
　場所　三木市教育センター�
　申し込み・問い合わせ�
　兵庫県北播磨県民局企画調整部　地域ビジョン担当�
　〒６７３－１４３１　兵庫県加東郡社町社字西柿１０７５－２�
　　０７９５　　９３１８（直通）�
　Ｅ－ｍａｉｌ　Ｔｏｍｉｏ＿Ｋｉｓｈｉｍｏｔｏ＠ｐｒｅｆ．ｈｙｏｇｏ．ｊｐ�
　ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｅｂ．ｐｒｅｆ．ｈｙｏｇｏ．ｊｐ/ｋｉｔａｈａｒｉｍａ/

図表●厚生年金加入者の年金受給の概要�

●老齢基礎年金の計算式�

６０歳＊�
▼�

６５歳�
▼�（特別支給の老齢厚生年金）�

報酬比例部分�

定額部分�

老齢厚生年金�

（経過的加算）�

老齢基礎年金�

▲�
６０歳～６５歳（生年月日に応じて）�

＊報酬比例部分も、生年月日に応じて６０歳から６５歳になります。�

804,200円�
（平成１３年度の額）�

保険料納�
付済月数�

保険料半額�
免除月数�

保険料全額�
免除月数�

×�
×� ×�＋� ＋�
２�
３�

１�
３�

加入可能年数×１２�

＊加入可能年数とは、国民年金制度が発足した昭和３６年４月１日から６０
歳になるまでの間の年数。昭和１６年４月２日以降生まれの人は４０年。�
＊上記計算式の保険料免除期間には、学生の納付特例期間は含まれま
せん。�
＊半額免除は平成１４年４月からです。�

▼
�

▼
�

▼
�
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平
成
１２
年
度
か
ら
行
っ
て
い
た

耐
震
診
断
も
、
今
年
度
が
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。�

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
診
断
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。�

▼
対
象
と
な
る
住
宅
　
昭
和
５６
年

５
月
以
前
に
着
工
し
た
住
宅
。
戸

建
住
宅
、長
屋
、共
同
住
宅
等
で
す
。�

（
注
）
一
部
対
象
外
と
な
る
建
物

も
あ
り
ま
す
。�

▼
診
断
内
容
・
診
断
時
間
�

建
物
の
構
造
、
間
取
り
、
壁
の

量
お
よ
び
外
観
等
の
目
視
等
に
よ

り
、
建
物
の
強
さ
を
診
断
し
ま
す
。

約
１
時
間
以
内
で
す
。�

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
部
屋
は
間
取

り
で
実
施
で
き
ま
す
。
日
程
調
整

を
し
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
住

宅
の
所
有
者
の
都
合
の
良
い
日
時

に
で
き
ま
す
。�

診
断
の
結
果
は
、
後
日
、
住
宅

所
有
者
宛
に
送
付
し
ま
す
。�

そ
の
他
、
住
宅
に
関
し
て
の
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。�

ま
た
、
診
断
後
に
お
い
て
改
修

工
事
を
実
施
す
る
時
は
、
融
資
制

度
が
受
け
ら
れ
ま
す
。�

▼
耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用
　
無

料
�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

申
し
込
み
は
、
随
時
行
い
ま
す
。�

地
域
振
興
部
ま
ち
づ
く
り
課
（
�

　
１
９
３
７
）�

子
ど
も
た
ち
は
音
楽
が
大
好
き

で
す
。
音
楽
を
聴
く
と
リ
ズ
ム
に

の
っ
て
体
が
自
然
に
動
き
だ
し
ま

す
。
楽
器
遊
び
や
リ
ズ
ム
運
動
を

し
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。�

▼
日
時
　
６
月
２５
日
（火）��
　�１０
時
か

ら
１１
時
３０
分
�

▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

い
ち
ば
　
集
会
室
�

▼
講
師
　
神
戸
リ
ト
ミ
ッ
ク
ア
カ

デ
ミ
ー
　
細
川
法
子
先
生
�

▼
対
象
　
２
・
３
・
４
歳
児
の
親

子
�

▼
受
講
料
　
無
料
�

▼
定
員
　
３０
組
�

▼
締
め
切
り
日
　
６
月
２０
日
（木）
�

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
）�

▼
申
し
込
み
方
法
　
官
製
は
が
き
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
参
加
希
望
者

の
親
子
の
氏
名
、
幼
児
の
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、�

〒
６
７
５
｜
１
３
８
０
　
小
野
市

王
子
町
８
０
６
｜
１
　
市
教
育
委

員
会
　
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
・

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
（
　
＆
Ｆ

Ａ
Ｘ
　
７
０
２
０
）�

平成１４年　広報「おの」6月号�

○�６３�

○�６３�

○�６２�

セキュリティに万全を期しつつ、ＩＴ社会に
対応するため住民基本台帳ネットワークシス
テムを構築していきます。�
これは電子政府・電子自治体の基盤をつ

くるものです。�
Ｑ１．住民基本台帳ネットワークシステムとは？�
全国の市区町村、都道府県、全国センター

（財団法人地方自治情報センターが指定され
ています）のコンピュータを結んで国の行政
機関や地方公共団体等に住民基本台帳の情
報の一部を提供する新たな仕組みで、住民サー
ビスの向上や行政事務の効率化を目的として
います。都道府県、全国センターで保有す
る情報は、①氏名②住所③生年月日④性別
⑤住民票コード⑥付随情報（変更年月日・理
由）の６つです。�
Ｑ２．住民票コードとは？�
住民票コードとはシステム上で個人を特定

するための１１桁の数字で、８月に市から書面
でお知らせします。このコードは無作為に抽
出された番号で、氏名や住所地が推測され
るようなことはありません。�
Ｑ３．住基ネットのメリットは？�
１．平成１４年８月以降順次、法律、または条
例に定められた事務に係る申請・届出に
ついて住民票の添付が省略できるようにな
ります。例えば旅券、宅地建物取引業免許、
恩給給付等の事務について住民票の添付
が不要になる予定です。�

２．平成１５年８月からは、希望者には、ＩＣ（集
積回路）を搭載した住民基本台帳カードが
発行されます。�

　カードがあれば�
①全国どこの市区町村窓口でも本人や同じ
世帯の方の住民票の写しの交付が受けら
れます。�

②引っ越しの際に転出先の役所に行く必要が
なくなります（別に郵便による転出届が必
要です）。�
③顔写真をつけることができるので身分証明
書にもなります。�
　問い合わせ　市民課市民係（　　  １００５）�

家屋倒壊�
87.9％�

家具・器具等の下敷き�
1.2％�車両走行中�

0.3％�

土砂崩れ�
0.2％�

阪神・淡路大震災における死者の死因別割合�

火災�
10.4％�

あ
な
た
な
た
の
家
は
安
全
で

は
安
全
で
す
か
す
か�

　  

無
料
住
宅
耐
震
診
断

無
料
住
宅
耐
震
診
断�

�

あ
な
た
の
家
は
安
全
で
す
か�

　  

無
料
住
宅
耐
震
診
断�

�

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か�

親
子
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
講
座
講
座�

「
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
」�

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か�

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
講
座�

「
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
」�

▼
�

親
子
で
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
…
�
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◎
受
信
シ
ス
テ
ム
の
概
要
�

県
下
を
各
地
域
ご
と
に
９
つ
の

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し
、
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
受
信
す
る
代
表
の
消
防
本

部
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

小
野
市
内
の
場
合
、
携
帯
電
話

か
ら
「
１
１
９
」
す
る
と
、
ま
ず

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
明
石
市
消
防
本

部
が
受
信
し
、
通
報
場
所
を
小
野

市
と
確
認
し
た
上
で
小
野
市
消
防

本
部
に
転
送
さ
れ
、
初
め
て
通
報

者
と
当
消
防
本
部
が
直
接
会
話
が

で
き
ま
す
。（
小
野
市
の
所
属
す

る
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
小
野
市
、
明
石

市
、
高
砂
市
、
美
嚢
郡
、
三
木
市
、

加
古
川
市
、
加
古
郡
の
各
自
治
体

で
、
代
表
は
明
石
市
消
防
本
部
で

す
）�小野

市
内
で
通
報
し
て
も
、
そ

の
場
所
に
よ
っ
て
は
、
他
の
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
消
防
本
部
で
あ
る
「
に

し
た
か
消
防
本
部
（
西
脇
市
）」

ま
た
は
、「
三
田
市
消
防
本
部
」

に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
電
話
を
転
送
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

当
消
防
本
部
と
直
接
会
話
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
通

報
を
受
け
た
消
防
本
部
が
、
そ
の

内
容
を
通
報
者
に
代
わ
っ
て
当
消

防
本
部
へ
緊
急
通
報
す
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
心
配
は
あ

り
ま
せ
ん
。�

携
帯
電
話
通
報
は
、
正
確
な
通

報
場
所
が
特
定
で
き
な
い
の
で
、

次
の
こ
と
に
つ
い
て
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。�

�◎
注
意
事
項
�

①
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
で
あ

　
る
こ
と
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。�

②
車
を
運
転
中
の
場
合
は
、
安

　
全
な
場
所
に
停
車
し
て
か
ら

　
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。�

③
発
生
場
所
の
市
町
名
、
住
所

　
を
、
表
札
、
看
板
等
で
確
認

　
す
る
か
、
近
く
の
人
に
聞
く

　
な
ど
し
て
、
必
ず
場
所
を
確

　
か
め
て
か
ら
通
報
し
て
く
だ

　
さ
い
。�

④
場
所
の
再
確
認
の
た
め
に
消

　
防
本
部
か
ら
か
け
直
す
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
１０
分
間

　
程
度
は
電
話
の
電
源
を
切
ら

　
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

⑤
今
い
る
場
所
が
ど
う
し
て
も

　
わ
か
ら
な
い
場
合
は
お
近
く

　
の
公
衆
電
話
を
御
利
用
く
だ

　
さ
い
。�

⑥
次
の
電
話
番
号
で
、
直
接
当

　
市
消
防
本
部
に
通
報
す
る
こ

　
と
も
で
き
ま
す
。�

 
（
 
０
７
９
４
 
０
１
１
９
）�

平
成
１４
年
４
月
の
火
災
の
出
火

原
因
は
、
不
明
が
１
件
、
現
在
調

査
中
が
１
件
で
、
林
野
火
災
と
車

両
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。�

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
火
災
防
止
啓

発
活
動
に
よ
り
昨
年
に
比
べ
、
火

災
発
生
件
数
は
、
減
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
梅
雨
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
火
災
の
起
こ
り
に
く
い
気

象
条
件
が
続
き
ま
す
が
、
い
ま
一

度
、
家
庭
内
で
の
防
火
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

そ
こ
で
建
物
火
災
発
生
の
出
火

原
因
と
な
る
電
気
系
統
の
注
意
点

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

★
電
気
コ
ー
ド
は
タ
コ
足
配
線
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。�

★
コ
ン
セ
ン
ト
の
差
込
口
が
グ
ラ

つ
い
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。�

★
冷
蔵
庫
等
、
長
期
に
渡
っ
て
差

し
た
ま
ま
の
コ
ン
セ
ン
ト
に
ホ
コ

リ
が
溜
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。�

★
延
長
コ
ー
ド
の
余
っ
た
部
分
を

グ
ル
グ
ル
に
束
ね
て
い
ま
せ
ん
か
。�

★
コ
ー
ド
の
根
元
に
亀
裂
な
ど
あ

り
ま
せ
ん
か
。�

 
こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
し
、
室

内
の
電
気
製
品
、
コ
ー
ド
等
を
点

検
し
て
み
ま
し
ょ
う
！
�

「
変
わ
ら
ぬ
世
に
　
変
わ
ら
ぬ

信
頼
　
水
道
水
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
全

国
一
斉
に
水
道
週
間
が
は
じ
ま
り

ま
す
。
水
道
水
は
、
私
た
ち
が
日

常
生
活
を
送
る
う
え
に
お
い
て
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。�

人
間
の
体
は
、
約
７０
パ
ー
セ
ン

ト
が
水
分
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
内
の
水
分
は
食
物
の
吸
収
、
栄

養
分
の
運
搬
、
老
廃
物
を
体
外
へ

搬
出
す
る
な
ど
重
要
な
役
目
を
果

た
し
て
い
ま
す
。�

蛇
口
か
ら
勢
い
よ
く
出
る
水
、

汗
を
洗
い
流
し
た
後
で
の
ど
を
潤

す
一
口
の
水
、
こ
ん
な
水
は
大
変

気
持
ち
の
よ
い
も
の
で
す
。�

こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
と
、
洗
濯
、

お
ふ
ろ
、
庭
の
打
ち
水
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
で
水
を
多
く
使
う

季
節
に
な
り
ま
す
。�

水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
一

滴
の
水
で
も
大
切
に
使
用
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

水
道
部
上
水
道
課
で
は
、
計
量

法
に
基
づ
き
、
検
査
満
了
が
到
来

す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
を
、
６
月
ご

ろ
か
ら
１２
月
ま
で
逐
次
取
り
替
え

を
行
い
ま
す
。�

取
替
家
庭
対
象
数
は
市
内
約
２,

５
０
０
世
帯
で
、
工
事
は
小
野
市

指
定
給
水
装
置
工
事
店
が
行
い
ま

す
。�工事

の
際
、
宅
地
内
に
入
っ
た

り
、
一
時
的
に
断
水
を
す
る
場
合

が
あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

●
火
災
情
報

●
火
災
情
報
（
そ
の
4
）
�

●
火
災
情
報
（
そ
の
4
）
�

年
別
月
別

年
別
月
別
・
累
計
火
災
件
数

累
計
火
災
件
数
�

年
別
月
別
・
累
計
火
災
件
数
�

平
成
１３
年
�

９
�

１８
�

平
成
１４
年
�

２
�

１０
�

年
 
 
別
�
4
月
件
数
�
累
 
計
�

ご
注
意

ご
注
意
！！
�

�� ご
注
意

ご
注
意
！！
�

�� ご
注
意

ご
注
意
！！
�

�� ご
注
意
！！�
�

「
携
帯
電
話
」

「
携
帯
電
話
」�

「
Ｐ
Ｈ
Ｓ
」

「
Ｐ
Ｈ
Ｓ
」
か
ら
の

か
ら
の
�

１
１
９
番
通
報
に

１
１
９
番
通
報
に
�

つ
い
て
は

つ
い
て
は
、�

通
常
の
電
話
か
ら
の

通
常
の
電
話
か
ら
の
�

通
報
の
場
合
と

通
報
の
場
合
と
�

異
な
り
ま
す

異
な
り
ま
す
�

「
携
帯
電
話
」�

「
Ｐ
Ｈ
Ｓ
」
か
ら
の
�

１
１
９
番
通
報
に
�

つ
い
て
は
、�

通
常
の
電
話
か
ら
の
�

通
報
の
場
合
と
�

異
な
り
ま
す
�

○�６３�

消
　
　
防
�

水
　
　
道
�

「
変
わ
ら
ぬ
世
に

「
変
わ
ら
ぬ
世
に
�

　
変
わ
ら
ぬ
信
頼
　
水
道
水
」

　
変
わ
ら
ぬ
信
頼
　
水
道
水
」�

� 「
変
わ
ら
ぬ
世
に

「
変
わ
ら
ぬ
世
に
�

　
変
わ
ら
ぬ
信
頼
　
水
道
水
」

　
変
わ
ら
ぬ
信
頼
　
水
道
水
」�

� 「
変
わ
ら
ぬ
世
に
�

　
変
わ
ら
ぬ
信
頼
　
水
道
水
」�

�

（
消
防
＆
講
習
会
）�

水
道
メ
ー
タ
ー
の

水
道
メ
ー
タ
ー
の
�

　
　
取
り
替
え
に
つ
い
て

　
　
取
り
替
え
に
つ
い
て
�

水
道
メ
ー
タ
ー
の
�

　
　
取
り
替
え
に
つ
い
て
�

第
４４
回
水
道
週
間
�

 
 
６
月
１
日
〜
７
日
�
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講

習

会

�

平
成
１４
年
度
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

が
７
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。�

今
年
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

目
的
と
し
た
初
心
者
対
象
の
シ
ル

バ
ー
コ
ー
ス
、
親
子
コ
ー
ス
な
ど
、

多
様
に
そ
ろ
え
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！
�

▼
講
習
内
容
�

　
初
心
者
コ
ー
ス
を
は
じ
め
、
基

本
が
習
得
で
き
た
方
を
対
象
と
し

て
、
実
践
コ
ー
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
を
使
っ

た
コ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

ま
た
、講
師
を
養
成
す
る
た
め

の
講
師
養
成
コ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。

卒
業
者
に
は
、初
心
者
コ
ー
ス
の

補
助
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。�

▼
受
講
対
象
　
市
内
在
住
、
お
よ

び
在
勤
等
の
方
（
各
コ
ー
ス
受
講

対
象
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）�

▼
受
講
費
用
　（
テ
キ
ス
ト
代
別
）�

初
心
者
コ
ー
ス
 
２,
０
０
０
円
�

講
師
養
成
コ
ー
ス
�４,

０
０
０
円
�

右
記
以
外
の
コ
ー
ス
�

３,
０
０
０
円
�

▼
申
し
込
み
方
法
�

①
下
記
の
記
入
例
に
そ
っ
て
、
申

　
し
込
み
は
が
き
に
必
要
事
項
を

　
ご
記
入
く
だ
さ
い
（
教
育
委
員

　
会
、
中
央
公
民
館
、
図
書
館
、

　
お
よ
び
各
コ
ミ
セ
ン
に
備
え
付

　
け
て
あ
り
ま
す
）�

②
①
の
申
し
込
み
は
が
き
を
各
会

　
場
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま

　
た
は
、
封
書
に
て
生
涯
学
習
課

　
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。�

▼
締
め
切
り
日
　
６
月
２０
日
（木）
�

▼
結
果
報
告
　
応
募
者
多
数
の
場

合
は
、
６
月
２４
日
（月）
に
抽
選
し
ま

す
。�

　
結
果
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み

し
て
い
た
だ
い
た
は
が
き
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
し

て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｉ
Ｔ
す
く
ぅ
ー

る
」
を
開
催
し
ま
す
。
お
手
伝
い

し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

補
助
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

お
気
軽
に
ど
し
ど
し
ご
応
募
く

だ
さ
い
！
�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　
�

〒
６
７
３
｜
１
３
８
０
 
小
野
市

王
子
町
８
０
６
｜
１
 
（
　
　
２

４
４
５
）�

�

◎７月開催分日程表�

中央公民館�
１５名�

中央公民館�
２０名�

コミュニティセンター�
おおべ�
１０名�

コミュニティセンター�
かわい�
１０組�

講師養成コース�
計８時間�

講師養成コース�
計８時間�

実践コース�
３時間×４回�

実践コース�
２時間×６回�

シルバーコース�
３時間×４回�

実践コース�
２時間×６回�

親子コース�
３時間×４回�

７／７（日）、１４（日）、２１（日）�
９：３０～１２：３０�

※２１日は９：３０～１１：３０�

７／７（日）、１４（日）、２１（日）�
１３：３０～１６：３０�

※２１日は１３：３０～１５：３０�

７／１６（火）、１７（水）、�
   １８（木）、１９（金）�
（１３：３０～１６：３０）�

７／２３（火）、２４（水）、�
   ２５（木）、２６（金）�
（１３：３０～１６：３０）�

７／２９（月）、３０（火）、�
３１（水）、８／１（木）�
（１３：３０～１６：３０）�

７／１６（火）、１７（水）、１８（木）、�
２３（火）、２４（水）、２５（木）�
（１９：３０～２１：３０）�

７／２５（木）、２６（金）、８／1（木）、�
８／２（金）、８（木）、９（金）�
（１０：３０～１２：３０）�

コース名�

１�

２�

３�

４�

６�

５�

７�

日程および時間� 対　象� 会場および定員�

パソコンの講師、
指導者としての
基礎知識を習得
したい方�

基本操作（マウ
ス操作、ローマ
字入力等）がで
きる方�

基本操作（マウ
ス操作、ローマ
字入力等）がで
きる方�

６０歳以上の
パソコン初心
者の方�

図書館�
２０名�

親と小学４～
６年生�
（２名以上）�

〃�

〃�

〃�

〃�

○�６３�

パソコン講習会�
「コミュニティＩＴすくぅーる」�

申込書記入例�

＜おもて＞�

＜うら＞�

パソコン講習会�
「コミュニティITすくぅーる」申込書�

コース番号�

お名前�
性　別�

年　齢�
電話番号�

抽選結果�

[ 空白のままにしておいてください。]

ふりがな�

切手�

○○市△△町□□番地�
○　○　○　○　様�
本人の名前・住所を�
書いてください�

五
十
円
切
手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。�

貼
っ
て
い
な
い
場
合
は
、�

　
　
　
　
　
受
付
で
き
ま
せ
ん
。�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
〕�

必要事項を�
記入してください。�

【年間保存版】�

対象が２名以上の場合は、
申込者全員を１枚のはがき
に記入してください�

（　　　　　　　　）�

（　　　　　　　　）�

（　　　　　　　）�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
�

　
　
　
補
助
員
募
集
�

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｉ
Ｔ
す
く
ぅ
ー
る
」
�

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｉ
Ｔ
す
く
ぅ
ー
る
」
�

21



こ
れ
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
起
業
し
、

組
織
づ
く
り
を
し
た
い
方
。
や
り

た
い
こ
と
（
使
命
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）

は
あ
る
が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
方
。
講
義
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
起
業
と
組
織
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
期
間
　
７
月
６
日
（土）
か
ら
９

月
１
日
（日）
　
１３
時
３０
分
か
ら
１５
時

３０
分
。
全
５
回
。�

▼
場
所
　
中
央
公
民
館
　
�

▼
対
象
　
成
人
の
方
�

▼
定
員
　
３０
名
�

▼
受
講
料
　
２,
０
０
０
円
�

▼
講
師
　
今
田
忠
（
都
市
づ
く
り

研
究
所
代
表
取
締
役
）、
国
枝
哲

男
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
神
戸
代
表
）
ほ
か
�

▼
申
し
込
み
方
法
　
６
月
１
日
（土）

か
ら
同
月
２０
日
（木）
ま
で
に
、
所

定
の
申
し
込
み
用
紙
に
①
氏
名
②

〒
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤
男
女
の

別
を
記
入
。
葉
書
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

の
申
し
込
み
も
可
（
２０
日
必
着
）。

電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。
申

込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
。�

▼
申
し
込
み
　
〒
６
７
５
｜
１
３

８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
｜

１
　
小
野
市
中
央
公
民
館
み
ん
な

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
係
�

Ｅ
メ
ー
ル
　
�

�▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
（
　

　
１
０
２
０
）�

　
　
　
　
　
kom

inkan@
city.�

ono.hyogo.jp

山
田
川
は
、
瀬
や
ふ
ち
、
せ
せ

ら
ぎ
な
ど
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
出
会

え
る
水
辺
の
楽
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

区
域
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
山

田
川
で
の
川
遊
び
や
水
生
生
物
調

べ
を
通
し
て
、
自
然
に
親
し
み
、

自
然
を
理
解
し
、
自
然
を
よ
く
す

る
こ
と
に
関
心
を
高
め
て
み
ま
せ

ん
か
。�

▼
日
時
　
６
月
３０
日
（日）
　
１３
時
３０

分
か
ら
１６
時
�

▼
集
合
場
所
　
中
央
公
民
館
�

▼
対
象
　
小
中
学
生
�

▼
定
員
　
２０
名
�

▼
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
傷

害
保
険
料
４
５
０
円
を
徴
収
）�

▼
講
師
　
小
野
自
然
写
真
の
会（
中

央
公
民
館
登
録
サ
ー
ク
ル
）の
皆

さ
ん
�

▼
申
し
込
み
方
法
　
６
月
１
日
（土）

よ
り
先
着
順
。
所
定
の
申
し
込
み

用
紙
に
①
氏
名
②
〒
③
住
所
④
電

話
番
号
⑤
男
女
の
別
⑥
学
校
・
学

年
⑦
保
護
者
名
を
記
入
。�

葉
書
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み

も
可
。
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不

可
。�

▼
申
し
込
み
　
〒
６
７
５
｜
１
３

８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
｜

１
　
小
野
市
中
央
公
民
館
週
末
自

然
観
察
講
座
係
�

Ｅ
メ
ー
ル
 
�

�▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
（
　

　
１
０
２
０
）�

　
　
　
　
　
kom

inkan@
city.�

ono.hyogo.jp

最
近
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
キ
ネ

シ
オ
テ
ー
ピ
ン
グ
。
ス
ポ
ー
ツ
を

し
て
い
る
人
か
ら
そ
う
で
な
い
人

ま
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

伸
縮
性
の
高
い
テ
ー
プ
で
、
リ
ハ

ビ
リ
時
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

テ
ー
プ
を
貼
る
こ
と
で
肉
離
れ
な

ど
の
傷
害
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、

肩
こ
り
や
腰
痛
な
ど
の
緩
和
に
も

効
果
絶
大
！
�

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
キ
ネ
シ
オ

テ
ー
ピ
ン
グ
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。�

▼
日
時
　
６
月
２３
日
（日）
　
１３
時
３０

分
か
ら
１６
時
３０
分
ま
で
�

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
　
軽
運
動

室
�

▼
講
師
　
キ
ネ
シ
オ
テ
ー
ピ
ン
グ

協
会
�

▼
対
象
　
中
学
生
以
上
�

▼
募
集
定
員
　
３０
名
（
先
着
順
）�

▼
受
講
料
　
２,
５
０
０
円
（
資

料
代
を
含
む
）�

▼
申
し
込
み
期
限
　
６
月
１６
日
（日）
�

▼
申
し
込
み
方
法
　
①
氏
名
②
年

齢
③
性
別
④
連
絡
先
（
住
所
／
　
）

⑤
所
属
（
勤
務
先
等
／
　
な
ど
）�

「
平
成
１４
年
度
キ
ネ
シ
オ
テ
ー
ピ

ン
グ
講
習
会
申
込
書
」
と
記
入
の

う
え
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
小

野
市
総
合
体
育
館
　
〒
６
７
５
｜

１
３
７
８
　
小
野
市
王
子
町
９
１

７
｜
１
（
　
　
７
０
０
０
・

F
A
X
　
７
５
６
０
）�

▼
主
催
　
（財）
小
野
市
都
市
施
設
管

理
協
会
�

総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）
で
は
、

プ
ー
ル
定
期
清
掃
の
た
め
６
月
２３

日
（日）
の
１８
時
か
ら
７
月
１
日
（月）

ま
で
の
間
、
プ
ー
ル
の
利
用
が
で

き
ま
せ
ん
。�

７
月
２
日
（火）
か
ら
再
開
し
ま
す
。�

健
康
、
体
力
づ
く
り
の
場
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

体
育
館
、
プ
ー
ル
は
７
月
か
ら

８
月
の
夏
期
の
間
、
月
曜
日
（
７

月
８
日
（月）
か
ら
８
月
２６
日
（月）
ま

で
の
月
曜
日
）
も
開
放
し
、
９
時

か
ら
２１
時
（
７
月
２
日
か
ら
８
月

３１
日
）
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。�

○�６２�

○�６２�

市
民
会
館
�

中
央
公
民
館
�

▼
日
時
　
７
月
７
日
（日）
　
１４
時
か

ら
（
開
場
１３
時
３０
分
）�

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
�

▼
出
演
　
桂
三
枝
・
三
歩
・
三
若
�

▼
前
売
券
　
一
般
１,
０
０
０
円
、

小
中
高
校
生
５
０
０
円
（
当
日
券

は
各
５
０
０
円
増
し
）
好
評
発
売

中
　
　
　
　
　
�

▼
前
売
券
発
売
所
　
市
民
会
館
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
か
わ

い
・
き
す
み
の
・
い
ち
ば
・
お
お

べ
・
下
東
条
）、
総
合
体
育
館
、

好
古
館
、
図
書
館
、
匠
台
テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
�

○�６３�

○�６３�

桂
三
枝
創
作
落
語
独
演
会
�

　
三
枝
の
爆
笑
寄
席
�

週
末
自
然
観
察
講
座
�

受
講
生
募
集
�

総
合
体
育
館
�

プ
ー
ル
使
用
停
止
に
つ
い
て

プ
ー
ル
使
用
停
止
に
つ
い
て
�

プ
ー
ル
使
用
停
止
に
つ
い
て
�

夏
期
の
開
館
時
間
の

夏
期
の
開
館
時
間
の
�

　
　
変
更
に
つ
い
て

　
　
変
更
に
つ
い
て
�

夏
期
の
開
館
時
間
の
�

　
　
変
更
に
つ
い
て
�

（
ス
ポ
ー
ツ
＆
文
化
）�

受
講
生
募
集
�

み
ん
な
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
�

受
講
生
募
集
�

平
成
１４
年
度
�

キ
ネ
シ
オ
テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会
�

�
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市
内
外
の
将
棋
愛
好
家
と
の
交

流
を
通
し
て
実
力
の
向
上
を
は
か
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
日
時
　
６
月
１６
日
（日）
　
受
付
９

時
か
ら
９
時
３０
分
�

▼
場
所
　
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
�

▼
対
局
　
Ａ
級
（
３
段
以
上
）、

Ｂ
級
（
初
〜
２
級
）、
Ｃ
級
（
１

〜
５
級
）、
Ｄ
級
（
６
級
以
下
）、

小
学
生
高
学
年
の
部
、
小
学
生
低

学
年
の
部
�

▼
表
彰
　
各
級
１
・
２
位（
賞
状
・

楯
・
副
賞
）、
３
位（
賞
状
・
副
賞
）、

Ｃ
級
優
勝
者（
１
級
に
限
る
）に
は

日
本
将
棋
連
盟
初
段
免
状
を
無
料

で
推
奨
（
３
１,
５
０
０
円
相
当
）�

▼
参
加
費
　
一
般
１,
５
０
０
円
、

学
生
１,
０
０
０
円
（
昼
食
付
）�

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
（
　

　
１
０
２
０
）�

　
将
棋
を
初
歩
か
ら
習
い
た
い
方
、

も
っ
と
強
く
な
り
た
い
方
、
中
央

公
民
館
で
学
び
ま
せ
ん
か
。�

▼
日
時
　
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日

　
１３
時
か
ら
１５
時
�

▼
場
所
　
中
央
公
民
館
�

▼
受
講
料
　
一
般
１,
０
０
０
円

（
毎
月
）、
学
生
無
料
�

▼
講
師
　
中
央
公
民
館
登
録
サ
ー

ク
ル
の
皆
さ
ん
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
（
　
 

　
１
０
２
０
）�

　
あ
な
た
も
大
ホ
ー
ル
の
舞
台
で

演
奏
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
�

▼
日
時
　
１１
月
１７
日
（日）
　
１３
時
か

ら
１６
時
�

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
�

▼
賞
　
ひ
ま
わ
り
賞
、
や
な
ぎ
賞
、

ま
が
も
賞
（
副
賞
　
各
１
０,
０

０
０
円
）�

▼
応
募
資
格
　
小
野
市
民
を
構
成

員
に
含
む
合
唱
・
合
奏
・
邦
楽
（
太

鼓
・
民
謡
）・
そ
の
他
（
ロ
ッ
ク・ニ
ュ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
な
ど
）の
演
奏
団
体
�

▼
演
奏
時
間
　
１
団
体
８
分
以
内
�

▼
応
募
期
間
　
６
月
１
日
（土）
か
ら

同
月
３０
日
（日）
�

▼
応
募
方
法
　
演
奏
の
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
（
Ｍ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
も
可
）と
所

定
の
申
込
書
を
郵
送
、
ま
た
は
持

参
（
テ
ー
プ
等
は
返
却
し
ま
せ
ん
）�

▼
選
考
方
法
　
テ
ー
プ
審
査
に
よ

り
１５
団
体
程
度
を
決
定
し
ま
す
。�

▼
出
演
料
　
１
団
体
２,
０
０
０

円
が
必
要
。�

▼
出
演
団
体
の
発
表
　
７
月
中
旬

以
降
に
通
知
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
会
館
（
　

　
１
０
２
０
）�

「
お
話
会
」
と
い
う
言
葉
を
広

報
等
で
目
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
活
動
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。�

「
お
話
会
」
は
子
ど
も
た
ち
に

絵
本
を
読
ん
だ
り
、
物
語
を
語
っ

た
り
し
な
が
ら
本
の
世
界
を
楽
し

む
と
い
う
も
の
で
す
。�

子
ど
も
と
本
の
出
会
い
は
、
読

ん
で
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
理
解
や
反
応

を
見
守
り
、
そ
れ
に
呼
応
で
き
る

肉
声
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
は
、
初

め
て
出
会
う
本
と
の
関
係
を
よ
り

良
い
も
の
に
し
ま
す
。
本
と
の
出

会
い
に
よ
り
言
葉
を
十
分
蓄
え
た

子
ど
も
は
、
読
書
へ
の
興
味
が
起

こ
り
本
の
世
界
の
楽
し
み
を
十
分

に
体
験
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
大
き
く
な
っ
て
一
人
読
み
が
で

き
る
様
に
な
る
と
、
言
葉
だ
け
で

物
語
を
想
像
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
テ

リ
ン
グ
（
語
り
聞
か
せ
）
を
楽
し

め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も

の
頃
、
身
近
な
大
人
が
語
る
昔
話

に
心
を
は
ず
ま
せ
た
感
覚
を
今
も

大
切
に
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
で

し
ょ
う
。
子
ど
も
た
ち
は
お
話
を

聞
く
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
聞
く

力
は
読
む
力
を
生
み
、
読
む
力
は

自
分
で
行
動
す
る
力
に
つ
な
が
り
、

そ
し
て
生
き
る
力
を
育
み
ま
す
。�

「
図
書
館
お
話
会
」
で
は
、
子
ど

も
と
お
話
の
楽
し
み
を
共
有
し
な

が
ら
心
に
栄
養
を
与
え
生
き
る
力

を
育
む
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

▼
日
時
　
６
月
８
日
（土）
・
２２
日
（土）
、

（
小
学
低
学
年
ま
で
）
１４
時
か
ら
、

（
小
学
高
学
年
以
上
）
１４
時
４０
分

か
ら
�

▼
場
所
　
２
階
和
室
�

▼
日
時
　
６
月
１
日
（土）
・
１５
日
（土）

・
２９
日
（土）
　
１０
時
３０
分
か
ら
１１
時

３０
分
�

▼
場
所
　
児
童
コ
ー
ナ
ー
�

毎
週
土
曜
日
放
送
中
。�

２２
日
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
は
、

身
近
に
あ
る
道
具
で
お
い
し
い
う

ど
ん
作
り
に
挑
戦
す
る
生
放
送
番

組
で
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。�

▼
時
間
　
１０
時
３０
分
か
ら
１２
時
�

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル
�

▼
日
時
　
６
月
９
日
（日）
　
１４
時
か

ら
�

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル
�

▼
料
金
　
無
料
�

▼
日
時
　
６
月
２３
日
（日）
　
１０
時
３０

分
か
ら
�

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル
�

▼
料
金
　
無
料
�

　
今
月
は
「
雨
の
お
話
」
を
展
示

し
ま
す
。�
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○�６３�

○�６３�

�

○�６３�

図
書
館
お
話
会
か
ら
�

小
野
市
民
将
棋
大
会
�

出
場
者
募
集
�

中
央
公
民
館
（
つ
づ
き
）
�

今
月
の
本

今
月
の
本
�

今
月
の
本
�

図

書

館

�

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル
�

　
　
「
ピ
ッ
ピ
」
お
話
会

　
　
「
ピ
ッ
ピ
」
お
話
会
�

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル
�

　
　
「
ピ
ッ
ピ
」
お
話
会
�

名
画
鑑
賞
会

名
画
鑑
賞
会
�

　
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」

「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
�

こ
ど
も
映
画
会

こ
ど
も
映
画
会
�

「
ド
ラ
え
も
ん

「
ド
ラ
え
も
ん
 の
び
太
と
竜
の
騎
士
」

の
び
太
と
竜
の
騎
士
」
�

名
画
鑑
賞
会
�

　
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
�

こ
ど
も
映
画
会

こ
ど
も
映
画
会
�

「
ド
ラ
え
も
ん

「
ド
ラ
え
も
ん
 の
び
太
と
竜
の
騎
士
」

の
び
太
と
竜
の
騎
士
」
�

こ
ど
も
映
画
会
�

「
ド
ラ
え
も
ん
 の
び
太
と
竜
の
騎
士
」
�

子
ど
も
放
送
局

子
ど
も
放
送
局
�

子
ど
も
放
送
局
�

図
書
館
お
話
会

図
書
館
お
話
会
�

図
書
館
お
話
会
�

頭
脳
の
ス
ポ
ー
ツ
！
�

将
棋
教
室
受
講
生
募
集
�

小
野
市
民
音
楽
祭
�

出
場
団
体
募
集
�

「
図
書
館
お
話
会
」

「
図
書
館
お
話
会
」っ
て
っ
て
�

　
　
　
何
す
る
の
？

　
　
　
何
す
る
の
？
�

「
図
書
館
お
話
会
」っ
て
�

　
　
　
何
す
る
の
？
�
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●
児
童
手
当
の
支
払
い
に
つ
い
て
�

２
月
か
ら
５
月
ま
で
の
児
童
手

当
を
、
６
月
１４
日
付
で
受
給
者
の

預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。�

●
「
現
況
届
」
の
お
知
ら
せ
に
つ

い
て
�

現
在
、
児
童
手
当（
特
例
給
付
）

を
受
け
て
い
る
方
へ
６
月
上
旬
に「
児

童
手
当
現
況
届
」を
送
付
し
ま
す
。�

こ
の
届
は
、
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
、
提
出

さ
れ
な
け
れ
ば
６
月
分
以
降
の
手

当
の
支
給
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す

の
で
、
福
祉
課
児
童
福
祉
係
ま
で

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

母
子
家
庭
等
を
対
象
と
し
た
専

門
家
に
よ
る
特
別
相
談
を
行
い
ま

す
。�

慰
謝
料
請
求
、
遺
産
相
続
な
ど

法
律
問
題
で
お
悩
み
の
方
で
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
実
施
日
ま

で
に
前
も
っ
て
福
祉
課
児
童
福
祉

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

▼
実
施
日
・
場
所
�

６
月
２７
日
（木）
・
社
健
康
福
祉
事
務

所
�

８
月
８
日
（木）
・
加
古
川
市
福
祉
事

務
所
�

２
月
６
日
（木）
・
明
石
市
福
祉
事
務

所
�

▼
日
時
　
６
月
１６
日
（日）
　
１０
時
か

ら
�

▼
場
所
　
小
野
中
学
校
柔
道
場
�

▼
対
象
　
市
内
在
住
、
ま
た
は
通

勤
・
通
学
す
る
中
学
生
以
上
の
方
�

▼
講
師
　
相
原
雄
治
氏
�

▼
受
講
料
　
無
料
�

▼
申
し
込
み
　
当
日
、
柔
道
衣
持

参
の
う
え
、
９
時
３０
分
ま
で
に
会

場
で
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
詳
細
　
体
育
保
健
課
（
 
 
２

５
９
１
）、
ま
た
は
市
柔
道
協
会

　
千
葉
（
 
 
４
４
８
８
）
ま
で
。�

▼
期
間
　
６
月
２９
日
か
ら
９
月
７

日
の
毎
週
土
曜
日
　
１９
時
か
ら
２１

時
（
全
１０
回
）�

▼
場
所
　
大
池
総
合
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
�

▼
主
催
　
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
�

▼
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
一

般
男
女
�

▼
定
員
　
１５
名
程
度
（
先
着
順
）�

▼
受
講
料
　
６,
０
０
０
円
�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
事
務
局
　
富
田
（
�

 
３
５
２
３
）�

平
成
１４
年
度
の
市
税
の
う
ち
、

普
通
徴
収
（
納
付
書
に
よ
る
納
付
、

ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
）

が
６
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
税
額

等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
６
月
中

旬
に
納
税
通
知
書
等
を
送
付
し
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

◎
１
期
の
納
期
は
７
月
１
日
（月）

ま
で
�

※
納
税
は
、
便
利
な
口
座
振
替
で
�

市
税
の
口
座
振
替
申
込
書
は
、

市
内
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。�

▼
詳
細
　
税
務
課
（
 
 
１
０
０

９
）�

児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
な

い
方
で
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、
福
祉
課
児
童

福
祉
係
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
支
給
要
件
　
義
務
教
育
就
学
前

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
（
た

だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）。�

▼
支
給
額
（
月
額
）�

第
１
子
　
　
　
 
５,
０
０
０
円
�

第
２
子
　
　
　
 
５,
０
０
０
円
�

第
３
子
以
降
 
１
０,
０
０
０
円
�

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
�

①
印
鑑
�

②
銀
行
等
の
口
座
番
号
（
申
請
者

　
名
義
で
郵
便
局
以
外
の
も
の
）�

③
年
金
加
入
証
明
書
（
国
民
年
金

以
外
の
年
金
に
加
入
し
て
い

る
方
に
つ
い
て
申
請
後
に
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
国

民
年
金
の
方
は
不
要
で
す
）�

④
平
成
１４
年
１
月
１
日
以
後
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
平
成
１４
年

度
の
所
得
証
明
書
が
必
要
で

す
（
後
日
、
提
出
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
申
請
時
に
は
な

く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。�

※
限
度
額
は
改
正
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。�

所
得
額
と
は
、
給
与
所
得
控
除

後
の
金
額
か
ら
一
律
控
除
８
０,

０
０
０
円
お
よ
び
医
療
費
控
除
額

な
ど
を
差
し
引
い
た
も
の
で
す
。�

な
お
、
公
務
員
の
方
は
、
勤
務

先
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
（
　
　

１
６
４
５
）�

平
成
１５
年
度
用
に
発
行
さ
れ
た

小
・
中
学
校
用
教
科
書
の
す
べ
て

を
展
示
し
ま
す
。�

▼
期
間
　
６
月
２１
日
（金）
か
ら
７
月

５
日
（金）
（
月
曜
日
・
管
内
整
理
日

を
除
く
）
１０
時
か
ら
１８
時
ま
で
�

▼
場
所
　
図
書
館
１
階
展
示
コ
ー

ナ
ー
�

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教

育
課
（
 
 
２
４
０
９
）�

○�

税
務
課
か
ら
�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
受
講
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
受
講
生
�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
受
講
生
�

柔
道
競
技
力
向
上
教
室
受
講
生

柔
道
競
技
力
向
上
教
室
受
講
生
�

柔
道
競
技
力
向
上
教
室
受
講
生
�

教
科
書
の
展
示
会

教
科
書
の
展
示
会
�

教
科
書
の
展
示
会
�

児
童
手
当

児
童
手
当（
特
例
給
付

特
例
給
付
）を
�

　
　
　
　

　
　
　
　
 
受
け
て
い
る
方
る
方
へ
�

児
童
手
当（
特
例
給
付
）を
�

　
　
　
　
 
受
け
て
い
る
方
へ
�

児
童
手
当
を

児
童
手
当
を
�

　
　
　
受

　
　
　
受
け
て
い
な
い
方
へ
�

児
童
手
当
を

児
童
手
当
を
�

　
　
　
受

　
　
　
受
け
て
い
な
い
方
へ
�

児
童
手
当
を
�

　
　
　
受
け
て
い
な
い
方
へ
�

平
成
１４
年
度
の
市
税
つ
い
て
�

平成１３年度所得制限限度額�

厚生年金などの加入者の場合、特例に�
より以下の限度額が適用されます。�

（
お
知
ら
せ
＆
募
集
）�

母
子
家
庭
等
特
別
相
談

母
子
家
庭
等
特
別
相
談
�

母
子
家
庭
等
特
別
相
談
�

お
知
ら
せ
�

募
　
集
�
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扶養親族等の数�

�０人�

１人�

２人�

３人�

４人�

５人�

３０１．０�

３３９．０�

３７７．０�

４１５．０�

４５３．０�

４９１．０�

所得制限限度額（万円）�

扶養親族等の数�

�０人�

１人�

２人�

３人�

４人�

５人�

４６０．０�

４９８．０�

５３６．０�

５７４．０�

６１２．０�

６５０．０�

所得制限限度額（万円）�



平
成
１４
年
８
月
１
日
採
用
の
職

員
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
職
種
　
視
能
訓
練
士
�

▼
募
集
人
員
　
若
干
名
　
�

▼
申
し
込
み
期
間
　
６
月
１０
日
（月）

か
ら
同
月
２４
日
（月）
�

▼
試
験
日
　
７
月
１０
日
（水）
�

▼
受
験
資
格
　
昭
和
４７
年
８
月
２

日
以
降
に
出
生
し
、
視
能
訓
練
士

の
免
許
を
有
す
る
方
�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
総

務
課
人
事
係
（
 
 
３
６
１
５
）�

▼
職
務
内
容
　
昼
間
保
護
者
の
い

な
い
家
庭
の
小
学
校
低
学
年
児
童

の
学
童
保
育
（
場
所
・
小
学
校
）�

▼
資
格
要
件
　
教
員
免
許
、
ま
た

は
保
育
士
資
格
を
有
し
、
児
童
の

健
全
育
成
に
熱
意
を
有
す
る
方
。�

▼
期
間
　
７
月
２２
日
か
ら
８
月
３０

日
ま
で
�

▼
応
募
方
法
　
６
月
２５
日
（火）
ま
で

に
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
福

祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福

祉
課
（
　
　
１
６
４
５
）�

高
等
学
校
等
に
在
学
し
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
方
に

給
与
し
ま
す
。�

▼
人
員
　
４５
名
程
度
�

▼
受
付
期
間
　
６
月
１７
日
（月）
か
ら

同
月
２７
日
（木）
�

▼
奨
学
金
額
　
月
額
７,
０
０
０

円
（
返
済
不
要
）�

▼
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

高
等
学
校
（
盲
・
聾
・
養
護
学
校

の
高
等
部
、
高
等
専
門
学
校
、
各

種
学
校
を
含
む
）
に
在
学
す
る
方
。

他
の
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い

方
。�

▼
提
出
書
類
　
小
野
市
奨
学
生
願

書
、
奨
学
生
推
薦
書
、
在
学
証
明

書
、
所
得
証
明
書
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
　

　
２
４
０
９
）�

今
回
で
第
２５
回
目
を
迎
え
る
小

野
ま
つ
り
は
、「
郷
土
を
愛
す
る

人
た
ち
の
誇
り
と
な
る
た
め
に
」

を
基
本
テ
ー
マ
に
、
公
募
の
検
討

委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
り
基
本
計
画

が
策
定
さ
れ
、
実
行
委
員
会
委
員

の
皆
さ
ん
に
よ
り
そ
の
実
施
に
つ

い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

と
こ
ろ
で
、
小
野
ま
つ
り
開
催

に
は
た
く
さ
ん
の
費
用
を
要
し
ま

す
が
、
そ
の
約
半
分
は
、
皆
さ
ん

か
ら
の
協
賛
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。�小野

ま
つ
り
は
今
、「
市
民
参
画
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業

規
模
も
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。�

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
小
野

ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、
次
の

と
お
り
協
賛
金
を
募
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。�

つ
き
ま
し
て
は
、
開
催
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
（
従
来
か
ら
協
賛
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
市
内
企
業

様
へ
は
従
来
ど
お
り
、
各
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
、
お
願
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）。�

▼
協
賛
金
の
種
別
　
①
普
通
協
賛

金
（
５
万
円
未
満
の
協
賛
金
）、

②
特
別
協
賛
金
（
５
万
円
以
上
５０

万
円
未
満
の
協
賛
金
）、
③
大
口

協
賛
金
（
５０
万
円
以
上
の
協
賛
金
）、

④
う
ち
わ
製
作
協
賛
金
（
１
口
２５

万
円
・
複
数
口
可
）、
⑤
そ
の
他

協
賛
（
物
品
ま
た
は
役
務
等
の
提

供
）�

▼
協
賛
者
の
メ
リ
ッ
ト
　
小
野
ま

つ
り
チ
ラ
シ
等
へ
の
掲
載
（
協
賛

金
の
種
別
ご
と
に
異
な
り
ま
す
）。�

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
　
小
野
ま

つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工

観
光
課
内
・
　
　
１
９
２
９
）�

○�６３�

○�６３�

○�６３�

○�６３�

募
　
　
集
（
つ
づ
き
）
�

◇と　き　毎週火～日曜日　８時３０分～１７時（土曜日は１２時まで）�
◇ところ　中央公民館事務所（学習情報センター）�

お気軽にご相談ください�
市民相談　　生活上の問題�

◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時�
◇ところ　市役所市民サービス課�

交通事故相談　　事故処理などに関する問題【予約制】�
◇と　き　６月２７日（木）　１０時３０分～１６時�
◇ところ　市役所市民サービス課�

法律相談　　法律的解釈が必要な問題など【予約制】�
◇と　き　６月１２日（水）　１３時３０分～１６時�
　　　　　６月２６日（水）　１３時３０分～１６時�
◇ところ　市役所市民サービス課�

人権行政相談　　人権や行政に関することなど�
◇と　き　６月１９日（水）  １０時～１５時　�
◇ところ　中央公民館３０２号�

消費生活相談　　商品や契約の苦情に関する問題�
◇と　き　毎週水曜日　９時～１７時�
◇ところ　市役所生活環境課�

不登校児童生徒の悩み相談　　電話と面接相談で応じます�
◇と　き　毎週月～金曜日　１３時～１７時�
◇ところ　教育委員会適応教室�

児童相談　　家庭環境、子育ての悩みなど�
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１６時�
◇ところ　福祉事務所面接室�

母子家庭相談　　生活上の悩みなど�
◇と　き　毎週火・金曜日　１０時～１６時�
◇ところ　福祉事務所面接室�

◇と　き　５月１９日（日）　１０時～１２時�
◇ところ　中央公民館３０４号室�

身体障害者相談　　日常生活での悩みごと�

乳幼児育児不安の相談　　乳用児の子育ての悩みなど�
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１５時�
◇ところ　来住保育所（子育てゆとり創造センター）　６２－８４２８�

住宅改造相談（高齢者・障害者向）　住宅改造について【予約制】�
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時�
◇ところ　福祉事務所面接室�

ふれあい福祉相談　　福祉に関する悩みなど�
◇と　き　毎週火・木曜日　１０時～１５時�
◇ところ　老人福祉センター相談室　　６３－２５７４�

生涯学習相談　　個々に応じた学習の場の提供�

子育て相談　　子育てに関すること�
◇と　き　毎週火～土曜日　１３時～１５時（土曜日は１０時～１２時まで）�
◇ところ　中央公民館３０１号（子育て学習センター）　６２－７０２０�

青少年の悩みの相談　　非行・いじめ・交友関係など�
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時（電話と面接相談）�
◇ところ　教育委員会青少年補導センター　　６２－４１１０�

高

校

奨

学

生

高

校

奨

学

生

�

高

校

奨

学

生

�小
野
ま

小
野
ま
つ
り
協
賛
金

協
賛
金
�

小
野
ま
つ
り
協
賛
金
�

視
能
訓
練
士

視
能
訓
練
士
�

視
能
訓
練
士
�

学
童
保
育

学
童
保
育
臨
時
指
導
員

臨
時
指
導
員（
登
録
制

登
録
制
）
�

学
童
保
育
臨
時
指
導
員（
登
録
制
）
�
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生
後
６
ヵ
月
か
ら
９
ヵ
月
頃
、

前
歯
が
生
え
は
じ
め
た
ら
、
み
が

き
始
め
ま
し
ょ
う
。
最
初
は
両
親

の
膝
の
上
に
寝
か
せ
て
ガ
ー
ゼ
で

歯
と
歯
ぐ
き
を
拭
い
て
く
だ
さ
い
。

慣
れ
て
き
た
ら
、
乳
幼
児
歯
ブ
ラ

シ
を
使
っ
て
磨
き
ま
し
ょ
う
。
食

事
後
は
お
茶
等
を
飲
ま
せ
て
汚
れ

を
取
る
の
も
効
果
的
で
す
。�

１
歳
頃
に
な
る
と
奥
歯
が
生
え

始
め
ま
す
。
子
ど
も
に
１
本
歯
ブ

ラ
シ
を
持
た
せ
て
、
親
も
仕
上
げ

磨
き
用
の
歯
ブ
ラ
シ
を
持
っ
て
、

最
初
は
一
緒
に
磨
い
て
お
手
本
を

見
せ
て
”
ま
ね
っ
こ
“
を
さ
せ
ま

す
。
し
か
し
、
子
ど
も
だ
け
で
は

し
っ
か
り
と
磨
け
て
い
な
い
た
め
、

奥
歯
の
か
み
合
わ
せ
や
歯
と
歯
の

境
目
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
を
丁
寧

に
磨
い
て
く
だ
さ
い
。
と
く
に
睡

眠
中
は
歯
の
自
浄
作
用
が
低
下
す

る
た
め
、
寝
る
前
に
は
必
ず
保
護

者
が
点
検
磨
き
を
し
ま
し
ょ
う
。�

ま
た
、
１
歳
６
ヵ
月
ま
で
に
は

哺
乳
ビ
ン
を
卒
業
し
、
コ
ッ
プ
で

飲
み
物
が
飲
め
る
よ
う
に
切
り
替

え
ま
し
ょ
う
。�

夏
に
な
る
と
ジ
ュ
ー
ス
や
清
涼

飲
料
水
、
乳
酸
菌
飲
料
を
飲
む
回

数
が
増
え
虫
歯
が
急
増
し
ま
す
。

家
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
ジ
ュ
ー

ス
の
買
い
だ
め
や
ダ
ラ
ダ
ラ
と
与

え
る
の
は
や
め
て
、
お
茶
等
を
飲

ま
せ
ま
し
ょ
う
。�

乳
幼
児
の
歯
の
健
康
講
座
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。�

平成１４年　広報「おの」6月号�

食の安全性が大きく取り沙汰される今日この頃ですが、忘れてはならないのは、健
康を損ねる食中毒です。買ってきた食物の管理が不十分な場合や、調理の方法などが
原因で食中毒は発生します。しかし、これは毎日の食生活に注意することで予防もで
きるのです。次のような点に気をつけて、食中毒から身を守りましょう。�

☆食中毒の疑いがあるときは�
　自己診断は危険です。下痢止めなどは菌を体の中にとどめてしまうおそれもありますので、すぐに医師にみ
てもらいましょう。�

病原大腸菌�
O １ ５ ７ �
�
�
�
�

黄色ブドウ球菌�

�

�
サルモネラ菌�

�

�

�

腸炎ビブリオ菌�
�
�

牛や豚の腸の中にいる。�

�

�

�
�

手の傷や、鼻の中、口
の中に常時すむ。�
�

家畜、鶏、ペットの腸に
いる。�
とくに卵の殻は要注意。�
�
�
�
海水にすむ菌。魚介類
につく。�
水温が１５℃を超える季
節は要注意。�

激しい下痢、
血便、高熱�
�
�
�
�

嘔吐、下痢、�
腹痛�
�

まず発熱、下痢、�
腹痛�
�
�
�
腹痛、下痢、�
発熱�
�

２～１０日�
�
�
�
�
�
食べて３時
間で発症�
�

１２～２４時間�
�
�
�

１０～２０時間�

�

菌　　名� 特　　徴� 症　　状� 潜伏期間� 予 防 方 法 �

・食品はよく加熱する。�
・二次感染しやすいので、患者の便や下着に注意する。�
・手洗いをまめにする。�
　疑いがあるときは、自己診断などで下痢止めなどを
飲まない。�
・すぐ医者にかかる。検査施設のある病院のほうが発
見がはやまるのでベター。�

・菌を移さないことが最大の防御。�
・おにぎりは手袋やラップを使う。�
・調理中のくしゃみは要注意。�

・卵の殻は洗浄されていることが多いが、触ったら手を
あらう。�
・卵にひびが入っている卵はなるべく早く使い、生食は
しない。�
・卵は使うときに割る。�
・十分加熱する。�

・生の食品は必ず保冷する。�
・暑い季節の買い物、料理の管理に注意。�
・熱に弱いので心配なら火を通す。�
�
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▼
日
時
　
６
月
２０
日
（木）���
　��
　�１３
時

３０
分
か
ら
１５
時
�

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
�

▼
内
容
　「
む
し
歯
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
」「
む
し
歯
予
防
の
た
め
の

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
法
」「
フ
ッ
素
塗

布
」�

▼
講
師
　
小
野
市
加
東
郡
歯
科
医

師
会
　
石
原
研
氏
・
歯
科
衛
生
士
�

▼
対
象
　
乳
幼
児
を
も
つ
保
護
者
、

祖
父
母
等
�

▼
受
講
料
　
無
料
�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

※
フ
ッ
素
塗
布
（
２
歳
以
上
の
幼

児
）
の
み
予
約
が
必
要
。
６
月
１９

日
（水）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

（
先
着
５０
名
で
終
了
し
ま
す
）�

※
当
日
は
歯
を
磨
い
て
き
て
く
だ

さ
い
。�

子
ど
も
の
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
�

〜
歯
み
が
き
は
い
つ
か
ら
始
め
る
の
が
い
い
の
か
な
？
〜
�

歯
の
健
康
講
座

健
康
講
座�

歯
の
健
康
講
座�

乳
幼
児

乳
幼
児
�

�乳
幼
児
�

�

食中毒を防ごう！�食中毒を防ごう！�食中毒を防ごう！�食中毒を防ごう！�～自分自身で�　　食中毒から身を守りましょう～�
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�

★診療時間は、午後６時から午後９時です。�
★当番医は変更することがありますので、消防テレホンサービス（　　７１１９）
　または、消防署（　　０１１９）で確認してください。�

★診療時間は、午前９時から午後６時までです。�
★当番医は変更することがありますので、当日の新聞で確認してください。�

当 番 医�

町立東条診療所�

復 井 診 療 所 �

岡田内科医院�

国立青野原病院�

小野寿仙病院 �

ひまわりクリニック

土 井 病 院 �

ますむら医院�

まつい子どもクリニック�

松 尾 内 科 �

田中内科医院�

小島クリニック�

吉 川 医 院 �

河 合 医 院 �

清水内科クリニック�

真 島 医 院 �

藤本内科医院�

藤本内科医院�

畑田内科医院�

柏 木 医 院 �

つぼた小児科医院�

田中内科医院�

松 尾 内 科 �

国立青野原病院�

田 渕 医 院 �

坂 本 医 院 �

月　日�

６月１１日（火）�

　　　１２日（水）�

　　　１３日（木）�

　　　１４日（金）�

　　　１５日（土）�

　　　１７日（月）�

　　　１８日（火）�

　　　１９日（水）�

　　　２０日（木）�

　　　２１日（金）�

　　　２２日（土）�

　　　２４日（月）�

　　　２５日（火）�

　　　２６日（水）�

　　　２７日（木）�

　　　２８日（金）�

　　　２９日（土）�

７月  １日（月）�

　　　　２日（火）�

　　　　３日（水）

　　　　４日（木）�

　　　　５日（金）�

　　　　６日（土）�

　　　　８日（月）

　　　　９日（火）

　　１０日（水）�

住　所�

加東郡東条町新定�

復 井 町 �

市 場 町 �

南 青 野 �

復 井 町 �

神 明 町 �

復 井 町 �

加東郡滝野町上滝野

敷 地 町 �

黒 川 町 �

新 部 町 �

王 子 町 �

加東郡社町社

粟 生 町 �

敷 地 町 �

三 和 町 �

加東郡社町社

加東郡社町社�

黒 川 町 �

船 木 町 �

西 本 町 �

新 部 町 �

黒 川 町 �

南 青 野 �

加東郡滝野町新町

加東郡社町上中３丁目�

電　話�

０７９５　００４８

　７３１８�

　７３６６�

　２２３３�

　２０２０�

　７２０９�

　２１１９�

０７９５　０７０４�

　７３６６�

　０８８０�

　３４５６�

　２７２７�

０７９５　０１０５

　２８１０�

　１００５�

　２３３０�

０７９５　００２４�

０７９５　００２４�

　７５７５�

　０１９９�

　２７５２�

　３４５６�

　０８８０�

　２２３３�

０７９５　０１６０

０７９５　６６６０�

河 合 医 院 �

小野市民病院�

公立社総合病院�

公立社総合病院�

清水内科クリニック�

岡田整形外科�

藤本内科医院�

小野市民病院�

粟 生 町 �

中 町 �

加東郡社町家原�

加東郡社町家原�

敷 地 町 �

王 子 町 �

加東郡社町社�

中 町 �

　２８１０�

　２０２０�

０７９５　５５１１�

０７９５　５５１１�

　１００５�

　２０１１�

０７９５　００２４�

　２０２０�

内科系週日時間外救急医療診療（  　　　　）�

休日当直医 （１０日までの分は前月号に掲載）�

１０日までの分は�
前月号に掲載�

月　日� 住　所� 電　話�当番医�
上・内科医�
下・外科医�

○�６３�
○�６３�

○�６５�

○�６３�

○�６３�

○�６２�
○�６２�

○�４２�
○�４２�

○�４２�

○�６６�

○�６６�

○�６６�

○�６６�

○�６６�

○�６６�

○�６６�

○�６３�
○�４８�

○�４８�

○�４２�

○�４６�

○�４２�

○�６５�

○�６３�

○�６２�

○�６２�

６月１６日（日）�

６月２３日（日）�

６月３０日（日）�

７月 ７ 日（日）�

○�４２�

○�４２�

○�６７�

○�６６�
○�６２�

○�６２�

○�６４�

○�６４�

○�６４�

◎各教室、健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。�
�
★母子健康手帳交付�
◇平日８時３０分～１６時３０分　＝保健センター�
　窓口で随時行います。妊娠連絡票をご持参ください。�
�
★未来のパパママ教室�
◇６月７日（出産予定日が１４年９月・１０月の方）�
　開始時間　９時３０分（終了時間１１時３０分）＝保健センター�
�
★４か月児健康診査�
◇６月２４日　１４年２月生まれの乳児�
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター�
�
★６か月児教室�
◇６月２１日　１３年１２月生まれの乳児�
　開始時間　９時３０分（終了時間１１時３０分）＝保健センター�
（取り皿･スプーン･エプロン･三角巾持参）�
�
★１歳６か月児健康診査�
◇６月 ３日　１２年１２月生まれの幼児�
◇７月 １日　１３年  １月生まれの幼児�
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター�
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方は
　保健センターへご連絡ください）�
（歯を磨いて行きましょう）�
�
★２歳児教室�
◇６月２４日　１２年５月生まれの幼児�
　開始時間　９時４５分（終了時間１１時３０分）＝保健センター�
　１０時までにお越しください。�
（子ども用歯ブラシ・タオル・コップ持参）�
�
★３歳児健康診査�
◇６月１１日　１１年４月生まれの幼児�
◇７月 ９日　１１年５月生まれの幼児�
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター�
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方は
　保健センターへご連絡ください）�
（歯を磨いて行きましょう）�
�
★母子健康相談&プレイルーム�
◇６月２０日　受付時間　９時３０分～１０時３０分�
　＝保健センター�
�
★こころの相談�
◇６月２４日　１３時～１４時　＝社健康福祉事務所�
　　　　　　　　　　　　　　（社保健所）〈予約制〉�
★ＨＩＶ（エイズ）抗体検査�
◇６月６日・１３日・７月４日　１１時～１２時�
　　＝社健康福祉事務所〈予約制〉（無料・匿名で受けることができます）
　　　　（社保健所）　　�
�
★ネコの引き取り�
◇６月３日・１７日・７月１日　８時３０分～１０時　�
　　＝保健センター�

�

３９７７�○�６３�



　
6
月
で
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
〜
１
日

１
万
歩
運
動
〜
が
２
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
年

度
は
、「
〝
て
く
て
く
〞
ま
っ
ぷ
で
お
の
を
新
発

見
！
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
」
と
銘

打
っ
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
お
楽
し
み
に
・
・
・
！
�
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初
夏
を
感
じ
さ
せ
る
絶
好
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
に
恵
ま
れ

た
４
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
に

約
１
７
０
名
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
方

が
参
加
さ
れ
、
７
・
５
ｋｍ
（
約
１

１,
０
０
０
歩
）
の
コ
ー
ス
を
歩

き
ま
し
た
。�

集
合
場
所
の
小
野
東
小
学
校
に

は
、
朝
早
く
か
ら
ウ
ォ
ー
カ
ー
の

方
が
集
ま
ら
れ
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
く

ん
、
ハ
ッ
ピ
ー
ち
ゃ
ん
も
元
気
に

皆
さ
ん
を
出
迎
え
ま
し
た
。�

そ
し
て
、
５
・
７
ｋｍ
先
の
山
田

の
里
公
園
へ
向
け
て
元
気
に
ス
タ
ー

ト
！
�

初
夏
を
感
じ
さ
せ
る
日
差
し
の

中
、
半
袖
に
な
っ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
コ
ー
ス
の
途
中
に
咲

い
て
い
る
芝
桜
や
フ
ジ
の
花
を
見

て
、
歩
く
脚
を
休
め
る
光
景
も
見

ら
れ
ま
し
た
。�

そ
し
て
、
山
田
の
里
公
園
で
小

休
止
。
は
じ
め
て
訪
れ
た
方
は
ぐ

る
っ
と
ひ
と
ま
わ
り
。
山
田
川
の

清
流
に
手
を
差
し
入
れ
る
小
学
生

の
姿
も
見
ら
れ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
初
日
に
ほ
っ
と
一
息
す
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
で
し
た
。�

Ｑ.
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
と
よ

く
眠
れ
る
？
�

Ａ.
寝
る
前
に
１０
分
程
度
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
す
る
と
よ
く
眠
る
こ
と

が
で
き
る
。�

そ
の
わ
け
は
・
・
・
�

①
副
交
感
神
経
が
働
き
だ
し
、
脳

と
身
体
の
興
奮
状
態
が
抑
え
ら
れ

る
。�

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
１
時
間
後
、

副
交
感
神
経
の
働
き
が
ピ
ー
ク
に

な
る
。�

③
脳
と
身
体
を
興
奮
さ
せ
ず
、
安

静
状
態
を
保
つ
。�

（
発
掘
！
あ
る
あ
る
大
事
典
よ
り
）�

 
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん
！
心
地

よ
い
睡
眠
の
た
め
に
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
し
ま
し
ょ
う
！
�

▼
日
時
　
６
月
２２
日
（土）
　
１０
時
か

ら
�

▼
集
合
場
所
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公

園
　
芝
生
広
場
�
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�
人　口　５０,５２４人（前月比＋８３人）�
　男　　２４,７９４人　　　　女　　２５,７３０人�
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５月１日現在�
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ま ち の 動 き �

ワ
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